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はじめに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  炭谷　茂
日本障害者リハビリテーション協会会長

恩賜財団済生会理事長

　近年日本では家族・親族や地域の絆の弱体化、貧困層の増大、情報化社会の進展な

ど経済・社会構造は、大きく変動しています。この影響を受けて、障害者、高齢者、

難病患者、引きこもりの若者、ＤＶの被害者、ホームレス、元受刑者、外国人など異

質だと見られる人たちが社会から排除されたり、孤立化する現象が広く見られるよう

になりました。この結果、これらの人たちは、仕事、教育、余暇活動などの機会に恵

まれず、個人の尊厳が損なわれ、人権上大きな問題を抱えるように至っています。

　グローバル化した今日、これは先進国共通に見られる現象です。1990 年代からヨー

ロッパ諸国では、強い危機感を持ってこの問題に正面から向き合い、解決に全力を尽

くしています。中心にソーシャルインクルージョン（社会的包摂）という理念を掲げ、

福祉、医療、労働、教育、経済等に関するあらゆる政策を総動員して取り組んでいます。

　中でも就労機会を提供することが重視されています。その手法の一つがソーシャル

ファームであります。我々が、これを知ったのは 10 年ほど前であります。英国、ドイツ、

イタリア、フィンランド等から専門家を招いて研究を重ねてきました。次第に日本に

も有益な方法であると認識され、全国各地でソーシャルファームが設立されるように

なりました。

　しかし、ソーシャルファームの現実の経営は、容易ではありません。商品の開発、

販路、資金、税制・法人格等公的制度など多くの課題に直面しています。そこでこれ

らの解決策を考える一助として、この度日本から英国に出向き、実際のソーシャル

ファームの現場を視察し、関係者と意見交換することにしました。

　調査期間は、6 日間と短かったですが、英国側が周到に用意していただいたプログ

ラムによって充実した成果を上げることができました。この報告書は、調査に当たっ

た 4 名が分担して、11 月 8 日に実施した調査報告会の内容を基本にしてまとめたも

のです。これから日本においてソーシャルファームを設立する人や現在経営をしてい

る人にとって極めて有益であると考えています。

　日本においてソーシャルファームの必要性は、一段と高まっています。私たちは、

志を同じくする人たちと一緒に、日本各地に設立されるよう、さらに努力していきた

いと思います。

　最後にこの調査に当たって資金を支援していただいた東京都民共済生活協同組合に

感謝申し上げます。
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趣旨

　英国では、ソーシャルファームは、ソーシャルエンタープライズの１つの類型としてとらえら

れており、障害者など労働市場において不利がある人々を雇用することに特化したソーシャルエ

ンタープライズです。そのために、総売上げの 50％以上が商品やサービスの販売によること、適

切な法的地位を得ていること、従業員の 25％以上が、不利がある人々であること等の特徴があり

ます。

　英国のソーシャルファームの特徴は、公的な資金援助がないことです。ドイツにはソーシャル

ファームの立ち上げ時には行政からの資金援助があったり、イタリアでは行政からの補助金が

あったりしますが、英国では、社会的企業という社会的な地位を根拠に、銀行からの優先的な資

金の貸付等民間のスポンサーからの支援はあるものの、行政からの資金援助は基本的にありませ

ん。

　しかし、ソーシャルファームは、障害者を雇用しているところが多く、生産性からみて、ビジ

ネスとして競争できるのかについて関心があります。2002 年に貿易産業省社会企業ユニットをつ

くり、ソーシャルエンタープライズの育成に力を入れ始めて以来、ソーシャルエンタープライズ

が飛躍的に増えてきました。約 10 年がたち、ソーシャルファームはどうなのか、平成 25 年 7 月

15 日から 21 日までソーシャルファームの現状について調査しました。その結果について、報告

会を開催します。

プログラム（順不同・敬称略）

13：30-13：40　 開会挨拶

湯澤　茂男

　公益財団法人日本障害者リハビリテーション協会　事務局長

13：40-14：30　 基調報告　「英国の最近のソーシャルファームの動向」

炭谷　茂

　恩賜財団済生会理事長

14：30-15：00　 報告１　「ロンドンを中心としたソーシャルファームの状況」

寺島　彰

　浦和大学総合福祉学部　教授

15：00-15：20　 報告２　「ウェルズを中心としたソーシャルファームの状況」

上野　容子

　東京家政大学文学部　教授

15：20-15：50　 質疑応答

15：50-　　　　   閉会挨拶

野村　美佐子

　公益財団法人日本障害者リハビリテーション協会　情報センター長

15：55　　　　    終了
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会場風景

湯澤　茂男氏による開会挨拶

寺島　彰氏による報告

野村　美佐子氏による閉会挨拶

炭谷　茂氏による基調報告

上野　容子氏による報告
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会場風景

質疑応答
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講師プロフィール

炭谷　茂／ Shigeru Sumitani
恩賜財団済生会理事長

日本障害者リハビリテーション協会会長

ソーシャルファームジャパン理事長

　1946 年富山県生まれ。1969 年東京大学法学部卒業後、厚生省（当時）に入る。厚生省社会・

援護局長、環境省官房長等を経て、2003 年 7 月環境事務次官に就任、2006 年 9 月退任。現在恩

賜財団済生会理事長、大正大学客員教授、ドナルド・マクドナルド・ハウス財団理事、朝日新聞

厚生文化事業団理事等を務める。

　また国家公務員在職中から一個人として障害者、ホームレス、引きこもりの若者、刑余者など

への就労支援、貧困地域のまちづくりなど社会貢献活動に従事している。

　最近の著書に「私の人権行政論」（解放出版社、2007 年）、「環境福祉学の理論と実践」（編著、

環境新聞社、2006 年）、「社会福祉の原理と課題」（社会保険研究所、2004 年）「地球環境問題の

新常識」（共著、東洋経済新報社、2004 年）

寺島　彰／ Akira Terashima
浦和大学総合福祉学部　教授

　大学で障害児教育について学んだ後、障害者更生施設のソーシャルワーカーとして 16 年間勤

務した後、厚生省（現厚生労働省）障害福祉専門官、国立身体障害者リハビリテーションセンター

国際協力専門官、同センター研究所障害福祉研究部社会適応システム開発室長、同障害福祉研究

部長を経て現職。研究テーマは、障害者福祉政策と福祉機器を活用したソーシャルワーク。

　社会福祉学会、経済政策学会、地域経済学会会員。国際協力機構（JICA）「障害者の雇用促進と

ディーセントワーク」検討委員、総合リハビリテーション研究大会常任委員等を務める。
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上野　容子／ Yoko Ueno
東京家政大学文学部　教授　　

社会福祉法人豊芯会　理事長

　昭和 46 年日本社会事業大学卒業後、東京都内の精神科病院に精神科ソーシャルワーカーとし

て勤務。昭和 51 年から東京都豊島区にて、作業所、グループホーム、ショートステイ、授産施設、

地域生活支援センター等の精神障害者が利用できる社会資源づくり、地域生活支援事業に携わる。

（民間任意団体名「ハートランド」）平成 12 年まで事務局長を務める。平成 8 年民間任意団体か

ら社会福祉法人を取得し、法人名称を豊芯会（ほうしんかい）とする。平成 23 年から理事長を

務める。

平成 13 年 4 月から、東京家政大学精神保健福祉分野専任教員（現：教授）。ソーシャルファームジャ

パン世話人を務める。

＜研究領域＞

・障害者の就労支援

・ソーシャルファーム

・精神障害者の地域生活支援

・触法精神障害者の地域生活支援

・権利擁護等
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開会挨拶

湯澤　茂男
公益財団法人日本障害者リハビリテーション協会　事務局長

　皆様こんにちは。日本障害者リハビリテーション協会の湯澤と申します。当協会の会長を前に

僭越ではございますが、主催者を代表して一言ご挨拶申し上げます。

　本日は、「英国ソーシャルファームの実地調査報告会」と題しまして報告会をもたせていただき

ました。大勢の方々にご参加いただきまして、厚く御礼申し上げます。

　日本障害者リハビリテーション協会におきましては、2000 年を第一回としまして、毎年、障害

者の就労をはじめとする社会参加の促進を目指し、様々なテーマでセミナーおよびシンポジウム

を開催して参りました。

　そしてここ数年、障害者を含む就業困難者が一般労働市場で働けるようにするための雇用形態

の一つであるソーシャルファームに焦点を当てまして、この分野の専門家を欧州から招いてシン

ポジウムなどを開催して参りました。

　今回は、この 7 月にソーシャルファームの設立推進に当たって特徴のある英国を実地に訪問い

たしまして調査しました。実地に見て聞いたりしたことによって、改めて知りえた情報もあるよ

うに伺っておりますが、本日はプログラムにありますように、はじめに当協会の会長で、平成 21

年に発足したソーシャルファームジャパンの理事長で、恩賜財団済生会理事長でもございます炭

谷茂氏に「英国の最近のソーシャルファームの動向」と題しまして基調報告を頂きます。

　引き続き報告１といたしまして、浦和大学の寺島彰教授に「ロンドンを中心としたソーシャル

ファームの状況」について、それから報告２といたしまして、東京家政大学の上野容子教授に「ウェ

ルズを中心としたソーシャルファームの状況」について、それぞれ報告を頂くこととしておりま

す。その後、フロアからのご質問、ご意見を頂戴する時間もございますのでどうぞ皆様には積極

的なご発言、ご意見をいただければと思っております。

　終わりに、基調報告並びに各報告に御登壇いただきます皆様には、主催者を代表いたしまして

厚く御礼申し上げますとともに、今回の実地調査並びに報告会は東京都民共済生活協同組合様の

ご支援を得て開催、実施する運びとなりました。このことに感謝を申し上げまして、簡単ではあ

りますが開会の挨拶とさせていただきます。本日はよろしくお願いします。ありがとうございま

した。
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「英国の最近のソーシャルファームの動向」【基調報告】

【基調報告】「英国の最近のソーシャルファームの動向」

　　　炭谷　茂
恩賜財団済生会理事長

日本障害者リハビリテーション協会会長

ソーシャルファームジャパン理事長

　どういう肩書で話せばいいのか、今、一瞬悩みましたが、この日本障害者リハビリテーション

協会の方においでいただきましてどうもありがとうございます。私はこのリハビリテーション協

会の会長を務めております炭谷と申します。このサンライズ、かなり経営が苦しく赤字でござい

ます。ぜひ皆さん、格安の料金になっていて、サービスも大変良いので、研修、宿泊などいろい

ろな機会にご活用いただければ大変ありがたいと思っております。

　今日はまず、今年の 7 月に我々 3 名がソーシャルファームの調査、打ち合わせということで、

英国に行って参りました。費用は東京都民生活協同組合の助成金を頂きました。上野先生は自費

で行かれましたので、ずいぶん出費されたと思いますが、一緒に行っていただいて大変成果が多

かったと思っております。

　そこで、今日私の方から「英国の最近のソーシャルファームの動向」についてお話をします。

これは後ほど寺島先生、上野先生にお話をして頂くことになっております、個別のお話をお聞き

するにあたり、全体のアウトラインをつかんで頂いた方がわかりやすいのではないかと思いまし

て、私がお話しすることにいたしました。ですから、今回の調査だけではなく、これまで私ども

が得た知見をもとにしてお話を進めさせていただきたいと思います。

１　英国の歴史からの考察
　まず、英国のソーシャルファームについて考えるにあたって、歴史的な視点という面で考える

ことが非常に重要だと思います。何の関係があるのかというように思われるかもしれませんが、

英国のソーシャルファームについては突然出てきたわけではなく、英国の長い歴史の中でソー

シャルファームが必然的に出てきたと私は考えております。そこで、1 に書きましたけれども「英

国の歴史からの考察」としました。

（１）戦後の障害者対策
①　1942 年のベヴァリッジ報告に基づき、ナショナルミニマムの確保を国の責任で行う

障害者に対してＮＨＳによる包括的な医療保険サービスの提供、国民保険による年金、

各種手当の支給、公的扶助による援助を行う
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　まず、戦後の障害者対策をどのように英国は進めてきたのか見ますと、これは詳しい方が多い

ので、釈迦に説法のようになりますが聞き流していただければと思います。戦後、英国の障害者

対策は飛躍的に進んできたと思います。1942 年にベヴァリッジの報告が出ました。これによって、

英国の福祉国家のアウトラインが出来ました。それを着実に戦後、制度化されてきたというよう

に思います。

　英国の福祉国家の中核となったのは、ナショナルヘルスサービスだと思います。このナショナ

ルヘルスサービス、NHS と略されますが、NHS は大変包括的な医療制度であります。当初から、

予防から治療、そしてリハビリテーションという包括的、コンプリヘンシブな制度であったと思

います。ですから障害者に対してもこの包括的なナショナルヘルスサービスによって、しっかり

した医療が受けられてきたと思います。ナショナルヘルスサービスについて批判をする日本の人

たちがいますが、大方を見れば、大変うまくいっている医療制度だろうと思います。

　福祉国家のもう一方の所得保障についても比較的、英国においては完備されていると思います。

年金については、障害年金が支給されるようになっておりますし、それ以外にも、税金に基づく

各種の手当が支給されます。例えば、介護に要する費用、車などの移動の費用、そのようなもの

については、各種手当で出されます。日本でいえば介護保険によって出されるものが、税金によっ

て、社会保障の学問の世界では社会手当と呼ばれますけれども、そういうもので支給されており

ます。そして、年金も社会手当でも不十分な人は最終的に、日本でいう生活保護が適用になって

います。ある意味では、漏れのないような仕組みになっていると思います。私は、昭和 50 年頃、

障害者対策の勉強で英国に行きました。昭和 50 年頃は、日本の障害者対策はそんなに進んでお

りませんでしたので、ずいぶん完備されているとたいへん感心をした記憶がございます。

②　障害者福祉サービスは、地方自治体が担当

障害者主体のキメの細かいサービスの提供

住民によるボランティア活動が活発

　一方、福祉はどうでしょうか。これは、主に地方自治体が担当をしています。例えば障害者の

居住施設とか、また障害者が家庭にいらっしゃる場合のホームヘルパーの派遣事業、このような

ものは地方自治体が担当しておりました。NHS は国営といっても少し性格が違います。日本でい

う現在の独立行政法人に近いと思います。一種の準国営です。もちろん、年金等は全て国、福祉

は地方自治体というように 3 つに分かれています。この 3 つはできるだけ連携をとる形で障害者

対策が万全を期されてきました。ですから、一般的には大変優れた制度だと私は思っておりまし

た。一方、②のところに書きましたが、住民によるボランティア活動も大変盛んです。キリスト
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「英国の最近のソーシャルファームの動向」【基調報告】

教精神に基づくボランティア活動です。きめ細かい、公の制度から漏れたところは、住民同士が

助け合っていく形で進んできたと思います。

③　障害者雇用対策は、1943 年のトムリンソン報告に基づき 1944 年の「障害者（雇用）法」

により実施

ジョブセンター

職業リハビリテーションサービスの提供

割当雇用制度、保護雇用

　一方働く面がどうかということが③でございます。障害者の雇用対策については、戦前にトム

リンソン報告が出されています。これは、障害者も働けるようにしなければいけないという大変

有名な報告書ですが、この報告書に基づいてすでに戦前「障害者（雇用）法」というものが制定

されました。これが基本になりまして、ジョブセンター、日本でいう職業安定所と考えればいい

でしょう。職業紹介所といいますか、そういうところで、障害者専門の雇用官を置いて仕事を斡

旋しようと、また職業リハビリテーションを推進する、いわゆるクオーターシステム、企業は、

何パーセントの障害者を必ず雇いなさいというような制度を導入したり、保護雇用というものを

導入したりという形で、障害者雇用の面についても福祉国家の一環として相当整備をされてきた

と思っております。これが英国の戦後の立ちあがりの時代の福祉の障害者対策でございます。

　一方、このような制度が立ちあがりましたが、徐々に世界の福祉の影響を英国も受けて参りま

す。1951 年、デンマークのバンク・ミケルセンによってノーマライゼーションの思想が出されま

した。これは、福祉関係の世界において、戦後一番大きい影響を与えた思想だと思います。デンマー

クを発祥としてヨーロッパ全体、当然英国にも影響を与え、アメリカにも影響を与え、やや遅れ

て日本にも影響を与えたというのは、ご存じの通りでございます。ノーマライゼーションの思想

というのは、特にアメリカでは、1964 年に公民権法、これは黒人の人種差別を主に狙いとしたも

のでございますけれども、この公民権法の制定は障害者の差別問題にも大きな影響を与える画期

的な法案であったと思います。続きまして 1990 年に有名な ADA 法、「障害を持つアメリカ人法」

が作られました。これは、私自身、厚生省で仕事をしていた時、当時、ADA 法は、福祉の関係者

にとっては毎日、口にするような衝撃的な法案でした。アメリカが福祉の面で主導権を握るとい

うことは、比較的少ないですが、障害者の人権という面に関しては、アメリカが主導権を握った

時期があると思います。バンク・ミケルセンのノーマライゼーションは、カリフォルニアのバー

クレー校の自立運動に火をつけます。障害者も社会の中で暮らせるようにすべきではないかとい

うことがアメリカのカリフォルニア大学のバークレー校を発祥地として起こったということはご

存じの通りです。
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　そして、これは日本にも大変な影響を与えます。英国も同様です。英国もこの国際的な潮流に

のってノーマライゼーションの見地からバリアフリー化、物理的なバリアフリーだけではなく、

教育面でのバリアフリー、それから、住民の間の差別をなくそうというソフト的な面にも相当力

を入れられました。その流れをくんで、英国の場合、1995 年には障害者差別禁止法という法律が

作られました。アメリカに 5 年遅れて 1995 年に英国で障害者差別禁止法ができました。

　これらの動きを見ていて、私の持論ですが、特に精神障害者の分野では欧米に比べて日本は 30

年遅れているということを以前から言っておりましたけれども、ようやく今年の 6 月に障害者差

別解消法が出来ました。しかし、施行はもう少し先の 3 年後です。ようやく追いついてきたと思

いますが、やはり私の言う、特に精神障害者の分野ですけれども 30 年は遅れているというのは、

あながち誇張ではないです。よく、30 年も遅れているわけはないだろうとお叱りを受けますが、

私は、この差別禁止の法令の伸展から見てもそんなに外れたことを言っているつもりはないわけ

でございます。

　このように、終戦直後は、福祉国家の制度面で体制が整って、徐々にソフト面、障害者の人権

の確保、差別の禁止、ノーマライゼーションの伸展というような中身の問題に移ってきました。

だいたい年代にすれば 1960 年代前後から起こり始めたのではないかと思っております。

（２）1980 年代以降の動き
①　1980 年代後半～ 1990 年から障害者、失業者、外国人、ホームレス、薬物依存症の者等

に対して社会的排除の動きが強まる

　次に（２）です。これが我々の頭にある典型的な英国像ですけれども、その英国像は 1980 年

代後半変わって参りました。英国というのは教会を中心にして障害者も差別せずみんな助け合っ

てやっている福祉社会だというように思いこんでいたところ、そうではなくなりました。どうも

英国も他の国の例外ではありませんでした。障害者や失業者、外国人、ホームレス、薬物依存症

の人に対して社会的排除の動きが強まってきました。それまでは地域社会の中でみんな助け合っ

ていこうという、絆がとても強かったのですが、日本もそうでしょう。地域の絆が薄くなってき

ました。英国もそのような状況になってきて、社会的排除、このような異質な人達を社会から追

い出そうというような動きが出てきたわけでございます。ノーマライゼーションだけでは間に合

わなくなりました。ノーマライゼーションはどちらかといえば障害者の方々が入りやすいように

環境を整備するそういう面です。それだけでは、排除の動きは止められなくなってきたわけでご

ざいます。ここに大きな思想の転換を余議なくされたわけでございます。
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②　ブレア政権　ソーシャルインクルージョン政策を推進

第 3 の道として「福祉から就労へ」と政策の重点を移行

　そして、1997 年に労働党のブレア政権が登場いたします。ブレア政権はこの問題を直視して国

政の一番重要な問題という形で取り上げることになりました。この問題を解決するために、ソー

シャルインクルージョン、社会的な排除に対抗して、そのように社会から追い出されやすい人達

を社会の中に引き込む、障害者、貧困者などを社会の中に引き込むというソーシャルインクルー

ジョンという政策を国政のトップの課題として取り上げることになりました。そのために、総理

の直轄の下に社会的排除対策室という組織を新設して、民間の NGO の人間を室長に招いて対策

に本格的に乗り出したわけでございます。

　そして、当時は第３の道、これはロンドン大学の社会学者のギデンズの考え方を取り入れたわ

けですけれど、第３の道、今までお話ししたように英国社会は福祉国家ということで福祉に重点

を当てた、いわば給付面に重点を置いてきたわけですけれど、それだけではどうもうまくいかな

くなりました。だんだん対象者も多くなって、財政的な行き詰まり、それももちろんありますが、

社会的な排除に対抗するためには、雇用、実際に一緒に働くことによって人と人との結びつき、

そして何よりも障害者の人権、障害者の尊厳性ということを考えれば、一緒に社会の中で働くと

言うことが重要です。単に医療を提供する、それからお金を提供する、そういうものでは障害者

の人権、個人の尊厳というものは保てませんでした。ここに大きな思想転換がありました。ここ

が非常に重要なところで、現在の英国の社会福祉はこの部分に着目しないとほとんど理解できま

せん。昔のように英国は福祉国家でなんとか、NHS があって、国民保険制度があってなんて言っ

ていると、それは全く現在の動きは理解が出来ないわけでございます。一種の障害者の人間とし

ての回復、いわば解放運動に近いと言ってもいいと思います。そのためにも、就労、社会の中で

働くということに英国の社会保障政策が思想転換をしているわけでございます。

③　民間からは先進的動き

ＣＡＮの活動

　このような政権の動きに対応して、③、民間からは先進的な動きが出て参ります。これは我々、

ソーシャルファームジャパンの方でも一度呼んだことがありますが、CAN という団体がその例で

ございます。コミュニティ・アクション・ネットワークという民間の団体です。10 年ちょっと前

にできました。アンドリュー・モーソンという牧師が第２のスラム街であるブロムレイ・バイボ

ウという地域、ちょうどロンドンオリンピックが開催された地域ですけれども、そこの地域を立
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て直しました。失業率が 50 パーセント近く、半分近くが失業者であり、そしてその地域は犯罪

が多発していました。この地域を何とかしなければいけない、そのためにとった手法は、みんな

で働く場を作ろうという手法でこの地域を立て直し、そしてロンドンオリンピックまでここで開

催することができるようになりました。そして、ここでは失業率が 50 パーセント近くありまし

たが、今では、英国の平均よりもはるかに低く数パーセントまで低下したわけでございます。

④　ドイツ、イタリア等のソーシャルファーム運動の影響

　一方、国際的な潮流も影響を与えます。イタリアをスタートとする今日のテーマであるソーシャ

ルファーム運動です。これがおこって参ります。イタリアだけではなくてドイツに波及いたしま

す。ドイツ、オランダ、デンマークやスウェーデン、ノルウェー、フィンランドなどのスカンジ

ナビア諸国、さらにギリシャやフランスやベネルクス三国（オランダ、ベルギー、ルクセンブル

ク）、いわばヨーロッパ全体にソーシャルファーム運動がおこりました。これがちょうど 1970 年

代後半からこのブレアが登場した 1990 年にかけて一層高まって参ります。

⑤　1980 年代後半にソーシャルファームが始まる

ソーシャルファームＵＫの設立

　このような政治の動き、民間団体の動き、そしてヨーロッパのソーシャルファーム運動という

ものの影響を受けて 1990 年代後半から英国でもソーシャルファーム運動がおこって参りました。

そしてそれらに対してみんなで集まって情報収集しよう、それからいろんな研修会をやろう、何

よりも政府と交渉するためにソーシャルファーム UK という団体が出来ました。それは私が理事

長を務めておりますソーシャルファームジャパンの一種のカウンターパートになるような団体で

ございます。そして、ソーシャルファーム UK は、その他に例えばスコットランドにはソーシャ

ルファームスコットランド、ウェルズにはソーシャルファームウェルズというものができ始めた

わけでございます。今から 4 年前、ソーシャルファーム UK の幹部でキャッシー・ベイカーさん

をお招きして、全社協の灘尾ホールで説明会を催しました。なかには 4 年前のことですから、参

加していただいた方もいらっしゃると思います。

　以上が英国のソーシャルファームの動きであります。ですから、ソーシャルファームが突然出

てきたわけではなくて、戦後の障害者対策の歴史の中で、ある意味では必然的に誕生してきたと

いうことをご理解いただきたいです。そして何よりも重要なのは、あくまでこれは技術論ではな
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くて、障害者の人権の確保、障害者の尊厳性の確保、さらに言えば、障害者の一種の解放運動だ

ろうと思っております。

２　今回の訪英で感じた最近の動き
　そこで、今回の訪英で感じた最近の動きについてお話をしたいと思います。限られた調査期間

でございましたので、必ずしも十分ではないかもしれませんけれども、私自身は 3 点の事を感じ

ました。

（１）ソーシャルファームを巡る状況は、混沌として分散的になり、一定方向が定まっ
ていない

ソーシャルファームＵＫの影響力の弱体化

広報活動の失敗か

　私ども英国を中心としてヨーロッパのソーシャルファームの動向をこれまで 8 年間程度にわ

たって勉強してきました。しかし、今回英国に行って、少し様子がおかしいなと思ったのが正直

なところでございます。ソーシャルファームを巡る運動は、英国の場合は非常に混沌として分散

して、一定方向に進んでいないという印象を持ちました。これは、逆に言えば行ってよかったと

思います。

　英国について、ソーシャルファームが充実し始めていると思っていました。これまで英国の方

を何度も招いて勉強して参りましたので、そう思っておりました。しかし、実際行ってみると、

中心機関であるソーシャルファーム UK の影響力が大変弱体化しておりました。会長のミシェル・

リグビー (Michele Rigby) さん、女性について年齢を言うと大変失礼なので言いませんけれども、

それ相応の年齢をした女性でした。実際にお会いして、組織の長としての迫力は伝わってきませ

んでした。ソーシャルファーム UK の力が衰え始めたのではないかということを正直にはそう言

いませんでしたけれども、そう感じられました。我々の理解していたソーシャルファーム UK は、

英国のソーシャルファーム全体を取りまとめて政府と交渉するような団体であると理解しており

ました。形式的には、その通りですが、その力を失っているのではないかと思います。政府の方

も、ソーシャルファーム UK の存在はもちろん知っていますが、我々が日本に招いた時ほどの力

は残念ながら感じませんでした。本来ソーシャルファーム UK は政府側と対等の立場でやり合う、

例えば「今度こういうことをやるから調査費をくれないか」とか、「もっと宣伝をしてくれないか」

とか、「政策のどこかに位置付けてくれないか」というようなことをやるのが、ソーシャルファー
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ム UK の存在価値であり、それに属しているソーシャルファームも、なぜソーシャルファーム UK

に属しているのかというと、我々が一体になってナショナルセンターがしっかりと機能して、政

府と交渉して、お金を貰ってきてくれるというような期待感があったからです。それで、ソーシャ

ルファームがみなソーシャルファーム UK に属していたのだろうというように私は推測しました。

しかし、先ほどのリグビーさんという会長に私自身、実際にお会いしてお話を伺ってきましたけ

れども、どうも今一つ歯切れが悪いです。政府との関係があまりうまくいっていないなと思いま

した。

　そして、活動費もだんだん少なくなってきた原因とういうのは、広報活動が失敗したのではな

いかと言っていました。ソーシャルファーム UK の以前の会長であるサリー・レイノルズさんと

いう女性、この方は大変パキパキしていて、やり手だなという印象を受けましたが、この方がソー

シャルファーム UK を離れました。離れた理由は、内部の権力争い、イデオロギー争いではない

かなという感じを持ちましたけれども、サリーさんという前ソーシャルファーム UK の会長の話

をお聞きすると、広報活動がうまくいかなかった、政府との関係がギクシャクしたために、ソー

シャルファーム UK が力を失ったということでした。そういうこともあって、英国のソーシャル

ファームはどこへ行くのかちょっと良く分らないと言うのが皆様方に正直なところ報告しなけれ

ばいけない点だと思います。これが第１点です。

（２）代わってアメリカの影響を受けた社会的企業家が台頭している
社会的目的をビジネス手法により実現

障害者等の事業における位置に懸念

　第２点は、代わって力を持ってきたのは、ソーシャルエンタープライズ、日本語に訳せば、社

会的企業です。これがソーシャルファーム UK を追い落としてソーシャルエンタープライズ UK

が力を持ってきて、この分野については、我々がやりますと言うようにお株を奪ってしまったと

いうのが実状だと思います。しかし、この会長にもお話をお伺いすることができましたけれども、

私は何かしっくりしないところがございました。これは何かと言えば、アメリカのビジネス的影

響を受けています。

　社会的企業と言うのは、例えば、福祉とか人権とか社会的目的を有することを企業としてやろ

うというのがソーシャルエンタープライズの定義です。そのようなものが非常に強くなった、い

わばビジネスの面が中心となりました。だからソーシャルエンタープライズ、社会的企業では、

障害者の存在が従業員としては出てきますが、企画したり経営したりするところには、ほとんど

関与していないのではないかなと思わざるをえませんでした。本来、我々がソーシャルファーム
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をやろうと思ったのは、障害者の方々が一緒になって働く、それこそまさにインクルージョンで

す。従来通り、単に言われた通り働いているのでは、やはり個人の尊厳という意味では今ひとつ

前進しない、この部分に私は非常に疑問と言うか、現在の英国の動き、ソーシャルエンタープラ

イズの動きについて、少し警戒してみなければいけないのかなというように思いました。これは

いろいろな評価があって、私の主観的な判断も大変多いです。

（３）障害者等の生きがい、やりがいのある職場が実現されるかが課題
大陸型のソーシャルファームの価値

ドイツ、北欧、オランダ、ベルギー等の大陸では典型的なソーシャルファームが発展

日本の取るべき道は？

　それから結論になりますが、障害者の生きがい、なぜ我々がソーシャルファームをやっている

かと言えば、障害者の人権の確立、個人の尊厳、やりがいのある仕事、そういうものに戻らなけ

ればならないのではないかと思いました。それがたまたま、ドイツのソーシャルファームをやっ

ている人も、一緒にこの会合に参加をしていました。これは大変良かったです。英国はちょっと

おかしいぞと言うことが、ドイツでソーシャルファームをやっている人からお話が出ました。や

はり英国のソーシャルファームは変質してしまったと、我々よりも直接的に自信を持って話して

下さいました。ですから、私自身の個人的な感想から言えば、我々が目指すべきなのはやはり大

陸型のソーシャルファームではないかなと思います。英国はやはり、アメリカの影響を受けてや

やビジネス的な手法が強くなりすぎたと思います。

　人によっては、そうしないと持続可能性がなく、うまくいかないのだと言う人もいらっしゃる

かもしれません。それは、まさに価値判断です。何のために我々はこの仕事をしているか、私は

あくまで障害者の自立の促進、個人の尊厳、そのようなものを主体においてやっております。単

にビジネスとしてやるのであれば、私はこういうことをやるつもりは全くありません。やる意味

がないです。単にビジネスとして成功したいのであれば、アメリカ的なソーシャルエンタープラ

イズというやり方が大変有効だと思いますが、そのようなことのために貴重な時間やお金を費や

す必要が私自身はありません。これは、それぞれの人生の価値判断の問題だろうと思います。で

すから現在、ドイツや北欧、オランダ、ベルギーなどの大陸諸国の方が、私が言ったようなソーシャ

ルファームがはるかに盛んで、英国やアメリカに対する批判的なスタンスをとっています。です

から、EU の方が従来型のソーシャルファームに対しての財政的な支援をやっています。そこで日

本のとるべき道は、大変大きな岐路に立っていると思います。
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３　英国の「ソーシャルファーム」の特色
　英国のソーシャルファームの特色というものをみていきたいと思います。

（１）対象者の多様性
①　障害者

　　学習障害

　　精神障害

②　元受刑者

③　ホームレス 等

　まず、対象者の多様性。これはもちろん、ソーシャルファームは、障害者を中心、特に精神障

害者、学習障害者を中心にして発展しました。障害者が中核を占めているわけでございますけれ

ども、その他、今日も後ほど寺島先生、上野先生からお話がありますけれども、元受刑者やホー

ムレスなど社会的に何らかの仕事を得にくい人も対象にしているわけでございます。

（２）仕事の種類の豊富さ
付加価値の高い仕事

成長性

独自の分野

　仕事の種類の豊富さです。これは大変感心しました。それぞれ個性があります。いろいろとた

くさんの事をやっております。例えば、後ほど上野先生からお話があると思いますが、ウェルズ

の「ブリストル・トゥギャザー」という団体がございます。ここは、古家の修理・販売をやって

います。非常に付加価値が高いものでございます。後ほど送られてきた「ガーディアン」という

新聞記事（１）によりますと、収益率が 14％という大変大きい利潤の仕事をしているということが

載っておりました。それから、成長する分野、これはロンドンの「バイクワークス」ですので寺

島先生がお話しされるでしょう。倍々ゲームで増えていくということを説明してくれました。今

年度は、日本円で 2 億円以上を目指すと大変元気がよろしかったです。このように、他人がやっ

ている分野ではなくて独自の分野を開拓しているということで、大変印象深かったです。

（１）63，64 ページを参照
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「英国の最近のソーシャルファームの動向」【基調報告】

①　リユース、リサイクル

家具・家電「トラック 2000」

中古自転車「バイクワークス」

古家「ブリストル・トゥギャザー」

　具体的な中身をみてみますと、リユース、リサイクルが一番多いです。今回、訪れたところも、

そういうところがたいへん多いです。ウェルズにある「トラック 2000」という団体は、家電や家

具のリサイクル、リユースをやっておりました。中古自転車、これが「バイクワークス」という、

ロンドンのスラム街（貧民街）でやっている事業ですけれども、大変成功しておりました。私は釜々

崎で中古自転車のリサイクル事業のお手伝いをしたことがありますが、ロンドンのバイクワーク

スをみたら比較できませんでした。そこで、これをやっている理事長の山田に、「ロンドンの事業

を一回勉強しなければならない」と資料を送っておきました。それから、古家は、先ほどお話し

した「ブリストル・トゥギャザー」という団体がたいへんうまくやっておりました。

②　農業

「リバーサイド・コミュニティー・マーケット」

　それから、農業です。農業のソーシャルファームがたいへんいろんなところで試されておりま

すが、我々がお話しを聞いたのは、ウェルズにある「リバーサイド・コミュニティー・マーケット」

これも大変良い農業をやっておりました。できたのは、3 年前か 4 年前、まだ新しいですけれど、

住民の方が出資をして、住民の方々が買います。そして障害者の方々が有機農法、自然農法的な

ことでやっているというやり方でした。また、ウェルズも中心市街地の空洞化、市街地の空洞化は、

世界の先進国共通の現象ですけれども、ウェルズもそうです。空洞化があります。そこに市場を

開いて人通りを復活させる、そういうようなこともやっておりました。

③　街路樹の管理（２）

　それから「街路樹の管理」、これは、我々がソーシャルファームジャパンとして以前お招きした

ものでございます。

（２）国際セミナー「世界の障害者インクルージョン政策の動向」
基調講演「ソーシャルファームの普及・拡大の戦略」
 http://www.dinf.ne.jp/doc/japanese/conf/co20060115/kityo.html
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④　清掃事業（３）

ビル

河川敷

　「清掃事業」、これも今回の調査ではなく以前お招きしたものの中に入っているものです。

⑤　公文書の整理（４）

　それから「公文書の整理」

⑥　観賞用水槽のレンタル（５）

　それから観賞用水槽のレンタル、これは、「アクアマックス」という、学習障害の方が中心になっ

て大変はやっているということで、これも実は今回の調査ではなくて、以前、お招きしたものに

入っております。

⑦　美術作品の製作
「スタジオ 306 コレクティブ CIC」

　それから、美術作品の製作、「スタジオ 306 コレクティブ CIC」これはロンドンにあるので寺島

先生がお話ししてくださいます。一例だけをあげましたが、この他に、たくさんの種類の仕事を

やっているわけでございます。

（３）国際シンポジウム「ソーシャルファームを中心とした日本と欧州の連携」
報告 1　英国のソーシャルファーム ‐ 真の雇用創出 ‐
http://www.dinf.ne.jp/doc/japanese/conf/110130_seminar/report_1.html

（４）国際セミナー報告書「障害者の新しい雇用 ‐ インクル―シブな雇用の実現」
講演 3　「ソーシャルエンタープライズの設立‐ホワイトボックス・デジタル社の経験から‐」
http://www.dinf.ne.jp/doc/japanese/conf/100131seminar/barker.html

（５）国際セミナー「世界の障害者インクルージョン政策の動向」
講演 2　「身近なところにヒントを探してみよう」
http://www.dinf.ne.jp/doc/japanese/conf/co20060115/kouen2.html
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「英国の最近のソーシャルファームの動向」【基調報告】

（３）意欲的な若者が中心に
社会的に意義ある仕事への熱意

経営に熟達

高い学歴

行動力

「バイクワークス」のＪ．ブレイクモア

「ブリストル・トゥギャザー」のＰ．ハロッド

　そして、この担い手はみんな意欲的な若者が中心となっておりました。ですから、例えばオッ

クスフォード大学を卒業した男性、ハロッドという人ですが、この方が「ブリストル・トゥギャ

ザー」という古家のリサイクル事業をやっていて、うまくいっていました。なかなか顔もブレア

並みにいい顔をしていました。私は、10 年後は、必ず彼は政治家になるのだろうと思います。労

働党から出て、国会議員になるのだろうと思います。まだ若いですから、10 数年後には、英国の

総理になるだろうと思います。非常に頭もいいし、国民うけするような顔、そういう感じを受け

ました。経営が非常に熟達しています。例えば「バイクワークス」というロンドンのスラム街でやっ

ている、急成長している自転車のリサイクルですけれども、奥さまが経営を勉強されて、アドバ

イスをされました。また会計事務所も助力しているそうです。経営に熟達しているということを

知りました。そして何よりも行動力があります。若いことも影響しているでしょう。若者が非常

に熱心にやっているというように思いました。

（４）まちづくりに発展
「リバーサイド・コミュニティー・マーケット」

衰退しているカーディフの活性化

住民が出資、購買、就労

市場のにぎわい

　まちづくりの発展に貢献、非常にこれも印象深かったです。特に、「リバーサイド・コミュニ

ティー・マーケット」というウェルズにあるソーシャルファームですけれども、ここは先ほど言

いましたように、住民がお金を出して、住民が買って、まちの中でマーケットをやるということ

で、まち全体の活性化、衰退しているカーディフの活性化に役立っています。ソーシャルファー

ムをまちの活性化、日本も地方都市が衰え始めていますから、ソーシャルファームは、きっとこ

のような面でお役に立てるのではないかなと思っております。先ほどお話しした、若者がソーシャ
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ルファームで働いている、経営者になっています。ですから若者の失業者、大学を出てもなかな

か働かない若者がいますけれども、こういうソーシャルファームに乗り出してくれる、こういう

ものも、英国の経験からいえば期待できるのではないのかなと思います。

（５）企業等の協力
バークレー銀行が「バイクワークス」に援助

ＣＡＮに英国航空、英国ガス、コカコーラなど多くの企業

チャールズ皇太子が「トラック 2000」を激励

マーガレット王女がＣＡＮの支援

　企業等の協力、これは非常に多いと思いました。例えば、英国の大手の銀行であるバークレー

銀行が、「バイクワークス」とう中古自転車に援助しています。ロンドンには、バークレー銀行の

支店がたくさんあります。その前にレンタル自転車が置いてあります。バークレーのシンボルカ

ラーの色の自転車が置いてあり、観光客の人は自由にお使いくださいというようになっています。

バークレーの一種の CSR だと思うのですが、その自転車を提供しているのが、バイクワークスで

す。提供しているというか、バークレー銀行が買い取っているのだと思います。そういう面で、バー

クレー銀行が支援をしています。　　

　それから、以前、お招きいたしました「CAN」という団体です。CAN という団体は、非常に行

動力がありますので、英国航空、英国ガス、コカコーラなど多くの企業から支援を受けていました。

　それから「トラック 2000」です。ウェルズの方で家具・家電をやっているソーシャルファーム

ですけれども、そこへ行ったら、急な 6，7 段の階段がありまして、ここにチャールズ皇太子が

来てくれた、そして、来てくれた証拠としてここで転んだというのです。チャールズ皇太子が転

んだ階段というのです。元工場であった、ほんとに汚いソーシャルファームなのですが、こうい

うところを皇室が応援をしている、大変立派なことだと思います。また、マーガレット王女など

も CAN の支援をしております。

（６）ソーシャルファイナンスが援助
最近はソーシャルインパクト・インベストメントと称する

英米に大きなうねり

　ソーシャルファイナンス、これも非常に印象深かったです。やはり、資金面はどこも苦しいで
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「英国の最近のソーシャルファームの動向」【基調報告】

す。しかし現在の投資家の中には、単に金儲けではなく、社会的意義のあるものに対しては投資

をしたいと思っています。現在は、ソーシャルファイナンスという言葉を使うよりもソーシャル

インパクト・インベストメントという言葉を使うようになったようでございます。これは、ここ 1，

2 年の現象ですけれども、社会的に衝撃を与えるような投資をしたいということです。それをやっ

ているリッチャーという 40 歳くらいの人、彼にも会うことができました。これがソーシャルファー

ムの助けにもなるのではないかということを言ってくれました。日本では、このようなことが非

常に不足しております。ソーシャルファイナンスというものがもっと出てくる必要があると思い

ます。むしろ、こういうことをやりたいという投資家もかなりいらっしゃるだろうと思います。

（７）国、地方自治体のスタンス
①　障害者の就労促進政策を強力に推進

雇用年金省が中心

ソーシャルインクルージョンを図る

財政支援策

サポートワーカー（手話、介護者など）

建物設備改良　

移動費用

など幅広く対象

精神障害と若年者に重点

早期の対応

新規起業手当を今年 1 月 14 日より自営に

　国、地方自治体のスタンスです。これは先ほど冒頭で時間をかけまして英国の障害者対策の歴

史をお話ししましたけれども、まさにこの保守党政権、キャメロン政権に代わりましたけれども、

思想としては全く同じです。障害者もこれからは就労ということに重点を置いていかないと障害

者の本当の人権というものを確立できないということは、労働党政権と全く同じです。ですから、

就労促進政策が強力に推進されているというお話をお聞きしました。これは、雇用年金省が中心

になって進められています。そして私が言った、ソーシャルインクルージョンをこれによっては

かりたいということを言ってくれました。そのための財政支援策、例えば、働くためのサポート

ワーカー、それからバリアフリーにするための建設設備改良、移動費用などこういったものに、

どれだけでもお金を出しますといいます。ほんとかなと思ったのですが、どれだけでも支援しま

すと予算は無制限にあるような感じで言っておりました。
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　そして、これからの政策は精神障害者と若者に重点を置いていくと言っていました。特に、日

本でも精神障害者の就業率は 17 パーセントしかありません。英国も精神障害者の増加、精神障

害者の就業の困難性ということに直面しています。そのために、これからは精神障害と若者に重

点を置くという話でした。また、今年の 1 月 14 日より新規事業手当、自分で仕事を作ろうとい

う人に対する手当を、自営業に対しても支援していこうということが国でなっているようでござ

います。

②　「ソーシャルファーム」を評価

社会政策に位置づけ

上記の施策の利用可能

　そこで、ソーシャルファームの評価については、国は社会政策上に位置づけているというよう

に思っております。先ほど、政府とソーシャルファーム UK との関係があまりうまくいっていな

いとお話ししましたけれども、政府自身は、別に、ソーシャルファームとソーシャルエンタープ

ライズを差別する理由はないわけですから、ソーシャルファームとしていい事業が出てくれば、

これを支援しようと、特に今お話しした援助が利用可能であるというようなことを言っておりま

した。

③ ソーシャルファーム固有の財政援助や法制化の動きはない

　しかし、ソーシャルファームの固有の財政援助や法制化の動きは今のところなくて、いわば上

記の政策を利用するということになります。

（８）レンプロイ工場の退場をどのように考えるか
戦後の障害者雇用対策の中核を担ってきた

日本にも多大な影響を与えた

障害者のニーズに応じられなくなった

　そこで、一つの話題提供ですけれども、レンプロイ工場の退場をどう考えるか、これは先ほど

から私の方で、ソーシャルファームの目的としての障害者の自立とか個人の尊厳、そのような問

題と非常にレンプロイの障害者施策からの退場ということと大変関係が深いのかなと思っており
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「英国の最近のソーシャルファームの動向」【基調報告】

ます。私も昔、昭和 50 年頃、障害者対策の勉強で英国へ行って、レンプロイ工場を見てきました。

その時も感じました。こんなものでいいのかなと正直思いました。でも、日本では、レンプロイ

はモデルになると毎年、何百人、この中にもたぶん、「そういえば私も今から 30 年前、レンプロ

イ工場に行きました」という人が何人かいらっしゃるでしょう。聞くと、「日本人の方は毎日いらっ

しゃいます」と言っていました。それほど世界の障害者対策＝レンプロイ工場だったのだと思い

ます。ご存じのように 1945 年、障害者法に基づいて特に戦争で傷ついた人達を対象に仕事を作

らなければいけないということでレンプロイ工場が作られたわけでございます。一時は一万人近

い人が働いていました。100 近くの工場があったわけでございます。それが、今では完全に姿を

消しました。新聞報道によりますと先月末、10 月 31 日で最後のレンプロイ工場が消滅したと報

じられております。

　なぜ、レンプロイ工場がそうなったのか、いろいろな理由があると思います。私はやはり障害

者の対策の原点というものを失い始めたのではないかなと思います。私自身も昭和 50 年頃、レ

ンプロイ工場を見てこれでいいのかなと思いました。仕事の内容が単純で本当にこれで生きがい

のある仕事づくりになるのかな、いわば大企業からの下請け的な仕事が多かったです。それぞれ

の障害者の能力が発揮できる仕事だったのかなと疑問に思いました。人によっては、財政的な効

率化のためにレンプロイが犠牲になったのだという人も日本人の中にはいます。その評価はして

いかなければいけないのですが、私は、レンプロイが先月末でこの地球から消え去った理由は、

やはり障害者の仕事の本来のあり方というものから考えてみなければいけない、障害者のニーズ

に応えられなくなったのではないかなと思っております。

４　訪英を通じて考えた日本のこれからのソーシャルファームの方向についての私の
考え

　今回の訪英を通して考えた日本のソーシャルファームの方向について私の独断の考えを羅列し

てお話をして締めたいと思います。

（１）障害者等の尊厳ある生き方の確保という原点の確認
ソーシャルインクルージョンの施策は推進

大陸型のソーシャルファームを基本に

詳細を調査する必要

　まず、何回もお話ししていますけれども、ソーシャルファームを考えるにあたっては障害者等
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の尊厳ある生き方の確保という原点をやはりしっかりとおさえなければいけないのだろう思いま

す。その場合、やはり大陸型のソーシャルファームが基本になると思っております。ですから、我々

は今まで英国を主に勉強してきましたけれども、これからは大陸のソーシャルファームをしっか

り勉強する必要があるのだろうと思いました。

（２）英国で成功している経営手法は取り入れる
ニーズのある事業

付加価値の高い事業

　しかし、英国も捨てたものではなくて、これまでお話ししたようにうまくいっているものも大

変多いです。ですから、英国で成功している経営手法というものを取り入れていく、ニーズある

事業、付加価値の高い事業を大変うまくやっております。

（３）中核となる指導者の出現が重要
日本にも熱意のある若者は多い

活躍できる場所の開発

　中核となる指導者、大変若い、経営感覚のある、そして情熱のある若者がやっております。日

本にも是非こういう人達が育ってほしいと思います。

（４）ソーシャルファイナンスの普及は必須

　ソーシャルファイナンスの普及、これが重要だと思います。

（５）公的制度の導入は必要

　公的制度の導入です。日本ではこれからというところですけれども、立ちあがり分の財政援助、

法人格の問題、税制上の問題、研修制度、このような公的助成も、やはりソーシャルファームを

普及していくためには必要だろうと思っております。

　ちょうど時間がきたようでございます。どうもご清聴ありがとうございました。
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「ロンドンを中心としたソーシャルファームの状況」報告 1

あります。これは、コミュニティ利益会社と

いうもので、2005 年に導入されました社会的

企業の設立促進を目的とした新しい企業形態

です。これからご紹介する社会的企業は、こ

のキックが多いです。この特徴は、株主の利

益の配分の上限があるものの、株式を発行し

て利益を株主に配分という点です。また、会

社登記にあたって会社の活動がコミュニティ

の利益にかなっているかということなど CIC

監察局の審査があります。そういった企業の

形態です。

　英国の社会的企業には特別な法的枠組みが

あるというわけではありません。社会問題と

か、環境問題の解決を目的としながらも収益

事業に取り組んでいる、そういう企業を社会

的企業と呼んでいます。具体的にどのような

企業形態をとっているのかというと、大きく

4 つあります。

　１番目は、CLG と呼ばれる保証有限責任会

社です。例えば、多くのチャリティー団体は

この企業形態で、社会的企業を運用していま

す。

講演

　皆さまこんにちは。お忙しいところ来て

いただきましてありがとうございます。私

は、炭谷先生の話をうけまして、ソーシャル

ファームを実際に見学した状況についてお話

しをします。

　最初に、これからレジュメに出てきます用

語について、ご説明させていただきたいと思

います。まず、CIC（キック）というものが

スライド 1

 

ロンドンのソーシャル・ファーム
見学報告

浦和大学総合福祉学部

寺島彰

 

 

コミュニティ利益会社（CIC）

• 2005年に導入された社会的企業の設立促進
を目的とした新たな企業形態。

• 株式を発行し利益を配分することが可能であ
るが、株主への利益の配分に上限が設けら
れている。

• 会社登記にあたって会社の活動がコミュニ
ティの利益にかなっているかCIC監察局による
審査がある。 

 

主な企業形態

①保証有限責任会社（CLG）
多くのチャリティ団体はこの企業形態

②株式会社（CLS）
株主に利益配当ができる、チャリティ資格は取
得できない、社会的企業向けの融資を受けら
れない

③産業・共済組合（IPS）
組合員の出資による事業体

④コミュニティ利益会社（CIC）

 

スライド 2

スライド 3

報告１　「ロンドンを中心としたソーシャルファームの状況」

寺島　彰
浦和大学総合福祉学部　教授
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もの。

　⑤番が、スポーツ施設の管理運営等の会社

です。

　ここでいうと、②番目にあたるのがソー

シャルファームです。通常の営利企業であり

ますが、社会的弱者を積極的に雇用します。

そのようなものをソーシャルファームとよん

でいるわけです。これは英国の一般的な定義

です。

 

　先ほどの炭谷先生の講演の中にも、EU に

はソーシャルファームなどの企業を支援する

システムがあるというお話がありました。そ

れは、一般的に WISE（ワイズ）とよばれて

おりまして、労働統合型社会的企業（Work 

Integration Social Enterprise） で す。 労 働 市

場から排除された低技能の就労困難者、例え

ば、失業状態にある若者とか障害者とかシン

グルマザーなどに就労・訓練機会を提供す

るということを目的とする事業体です。EU

およびその加盟各国は、こういった WISE に

対して支援をしています。グラントがあっ

て、資金の援助とかそういうものをやってい

ます。英国の特徴としては、社会的企業に対

　2 番目に、株式会社です。これは普通の株

式会社ですので、チャリティーの資格を取得

できず社会的企業向けの融資を受けられませ

ん。

　3 番目は、産業・共済組合、すなわち IPS

と呼ばれる組合です。これは組合ですので、

組合員の出資による事業体です。

　４番目は、先ほど言いました一番新しいコ

ミュニティ利益会社、CIC です。

　この 4 つの企業形態を社会的企業はとって

います。

 

　ソーシャルファームは、英国では社会的企

業の１つの形態で、CIC（キック）の種類と

しては 5 つくらい想定されています。

　例えば、①番は、保育、高齢者介護、低家

賃の住宅サービスです。

　②番が、通常の営利企業であるけれども、

社会的弱者を積極的に雇用する会社。

　③番が、フェア・トレイドを行っている会

社。

　④番が、チャリティー団体が設立する会社

で、利益の全てがチャリティーに還元される

 

CICの種類

①保育、高齢者介護、公共の低家賃の住宅
サービスなど

②通常の営利企業であるが、社会的弱者を積
極的に雇用する会社

③フェア・トレイドを行っている会社

④チャリティ団体が設立する会社で、利益の全
てがチャリティに還元されるもの

⑤スポーツ施設の管理運営等の会社

 

労働統合型社会的企業(WISE)

• Work Social Enterprise＝WISE
• 労働市場から排除された低技能の就労困難
者(失業状態にある若年者, 障害者, シングル
マザー等) に就労・訓練機会を提供することを
目的とする事業体

• 社会的包摂（Social Inclusion）を目的とする

• ＥＵや各国の政府から支援される対象になっ
ている｡

 

スライド 4

スライド 5
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答えているのかもしれません。あるいは、区

別しないで用いているのかもしれません。

　バイクワークスは 2006 年に設立されたコ

ミュニティ利益会社（CIC）です。もともと

は発達障害児などに音楽を教えていたとのこ

とです。しかし、英国では福祉改革が進んで

おりまして、発達障害児の音楽訓練の委託料

が少なくなって自転車販売を始めたというこ

とです。現在は、ジョブセンタープラスとい

う、職業安定所のような機関からの委託で刑

務所を出所した人や、ホームレスの人などの

訓練をしています。事業収入は全体の収入の

80％くらいで、残りは他の企業などのスポ

ンサーからの支援であるということだそうで

す。先ほど申し上げました CIC の場合は、そ

うした企業からの支援を受けられるので、そ

れで 20％くらいカバーしてとんとんになって

いるということです。ただ収益は上がってい

て倍々ゲームで成長しているそうです。支援

には寄付以外にも会計の専門家などの派遣も

含まれています。例えば、こうした CIC に対

しては、銀行から財務の専門家が来て財務状

況を調べたり、あるいは、それに対して助言

を与えたりということも含めて支援がありま

す。ただ、行政機関からの資金的な援助はな

いということです。

 

しては基本的に行政的な支援はないという点

で、ソーシャルファームを含めて、社会的企

業に対して資金援助はありません。そこが特

徴です。しかし、ドイツなど初期投資の部分

に行政からの資金的援助があったりするわけ

ですが、英国は、そういうものがないのが特

徴です。ただ、それでも EU からの支援はあ

りますので、ソーシャルファームは WISE に

相当しますので、EU に申請をして資金を得て

いる企業は多いです。英国政府からはもらっ

てないけれども、EU からはもらっています。

そのような構造になっているというのを最初

にお知らせしておきます。

 

　具体的に見学いたしました社会的企業で

す。英国ではソーシャルファームとソーシャ

ルエンタープライズをほとんど区別していま

せん。おたくは、ソーシャルファームですか

と尋ねるとそうだと言うし、ソーシャルエン

タープライズかと聞いてもそうだと言いま

す。要するにあんまりはっきり区別をしてい

ません。当然そうかもしれません。ソーシャ

ルファームはソーシャルエンタープライズの

中の１つだととらえていますので、両方だと

「ロンドンを中心としたソーシャルファームの状況」報告 1

バイクワークス（bikeworks）

• ２００６年に設立されたコミュニティ利益会社（ＣＩ
Ｃ）

• 自転車販売以外に、職業安定所からの委託で、
刑務所を出所した人やホームレスの人などを訓
練をしている。

• 事業収入は全体の収入の８０％くらいで、残りは
他の企業のスポンサーからの支援。

• 支援には、寄付以外にも会計の専門家の派遣
など人的な支援も受けている。

•

 

スライド 6
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外観

 　その横に作業場兼訓練所がありまして、た

くさんの中古自転車が置いてあります。それ

を修理して再生させるための訓練をしていま

す。職業安定所いわゆるジョブセンタープラ

スからの委託によって訓練生を受け入れてい

ます。ただし、全員受け入れるわけではなく

て最初の 10 日間でヤル気があるかとか評価

をするらしいのですが、それに合致すれば訓

練を続けます。最終的には自立できるくらい

まで育成します。

 　次の写真は、刑務所を出られた方々に対し

て訓練をしている様子です。自転車の修理を

中心にやっています。

　外観です。今日は視覚障害の方がおられる

ので申し訳ありませんが、写真で説明させて

いただきます。なるべく口頭で説明を加えま

す。普通の自転車屋さんのようなところです。

 

　入ったところには自転車が置いてあって、

手前は新品の自転車、奥まったところに中古

の自転車が置いてあります。右の方に自転車

の部品が置いてある。まるで自転車屋さんで

す。

スライド 7

スライド 8

スライド 9

スライド 10

作業場兼訓練所

入り口から入ったところ
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　その中には、同じような作業場があります。

これは一般にも開放されていて、週に２日と

か、コミュニティの人たちが自分の自転車を

修理に来ることができる日も設けているそう

です。

 　自転車には、こういった証明書がついてい

て、これは誰がどのように修理したかという

ような履歴まで残っているカードで、どうい

う自転車かまで分かるようになっているそう

です。

 　中古の自転車はどこから入手するかという

ことですが、英国ですから、ママチャリはあ

りません。結構いい自転車が多いです。この

自転車をどうやって獲得するかというと、自

転車業界は年に１回、中古の自転車を下取り

して新品の自転車を買ってもらうという自転

車販売キャンペーンをやるそうです。その時

に、その下取りした中古自転車をもらってく

るそうです。日本のように放置自転車ではあ

りません。個人がずっと所有していたもので

すので物がいいです。

　それから、ここは別棟の工場です。

「ロンドンを中心としたソーシャルファームの状況」報告 1

 
スライド 11
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　次は意見交換会の様子です。施設見学では

ありませんが、意見交換の写真だけをお見せ

します。

　アコードという地域の福祉センターのよう

なところで、実施されましたので、費用が安

くおさまりました。これは、来ていただいた

ソーシャルファーム、ソーシャルエンタープ

ライズの関係者が写っている写真です。

 

　ただ話をしている様子が映っているだけで

すが、ここで印象に残りましたのは、先ほど

炭谷先生がおっしゃったように、どうも英国

のソーシャルファームは、少し旗色が悪いと

いいますか、ソーシャルエンタープライズに

 

　以上がバイクワークスです。お店としては、

３つの店舗と３つの訓練センターを持ってい

ます。ここでは刑務所を出た方の訓練を実施

していますが、これ以外の訓練センターでは

障害のある方も訓練をしているということで

した。しかし、障害のある人たちのための訓

練は、あまり利益にならないので、チャリ

ティーの資格を取りたいと言っていました。

どうしてもペイしないそうです。それ以外の

方は大丈夫らしいのですが、障害のある方は

行政からの支援がないとやっていけないと、

言っていました。先ほど申しましたように、

英国の特徴として行政機関からの資金援助が

ないということがありますが、それで、本当

にソーシャルファームを運営できるのか、８

年くらい前からの疑問でした。無理があるな

ということが、想像できたのですが、やっぱ

りそうかという感じを受けました。

 

スライド 15
 

意見交換会会場

 

スライド 16

意見交換会の様子

 
スライド 17
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これは、地元自治体が設立しました。コレク

ティブ CIC と書いてありますが、コレクティ

ブとはどのようなことなのか聞くのを忘れて

しまいました。そして私が調べたところでは、

CIC の場合、誰が運営の決定権を持っている

かによって、例えば社長のような株式会社を

運営していくのを 1 人で決めている場合と、

複数で決める場合がありますが、複数のメン

バーが経営、企業の方針を決めているのがコ

レクティブらしいです。これは正しいかどう

かははっきりしませんので、ご存じの方お教

えいただければと思います。しかし、どっち

みち CIC には違いがないわけです。

　ここは精神障害のある方を対象にしていま

す。作業の場を提供しています。手工芸のデ

ザイン、陶芸、洋裁、織物、アクセサリーの

製作、スクリーンプリントなどを行っていま

す。製品はインターネット上、あるいは展示

販売会で販売しているそうです。11 月には

クリスマスに向けて展示販売会をやっている

そうですが、１年間で生産したものをそこで

売ってしまうそうです。そこでの利益は、作

品を作った人にすべて渡すそうです。地域の

精神障害のある方が、スタジオ 306 という場

所を使って製品を制作します。

 

比べてかなり発展の速度が鈍っているという

か、むしろ落ち込んでいるということです。

ソーシャルエンタープライズ UK の方は、少

しわかりにくいですが、ピンクの服の隣の方

です。「成功した理由は何ですか」と聞きま

したら、支出の３分の１ぐらいをマスコミ対

策に当てたからと言っていました。

　一方、ソーシャルファームは、政府がレン

プロイ工場を廃止しようとした時に、「レン

プロイの従業員をソーシャルファームで受け

入れられますか？」と聞かれたそうです。そ

れに対して「無理だ」と答えたらしいのです。

そういうことも１つ、影響しているという感

じがしました。受け入れられるなら、政府の

関心もそちらに向いたのかもしれませんが、

受け入れられないとすると、やはり存在価値

がかなり薄くなってしまったのではないかと

思いました。ソーシャルエンタープライズ

UK はどんどん発展していて、今は 1000 ぐら

いのメンバーがいて、２万人くらいの支援者

がいると言っていました。

 

　次にスタジオ 306 です。これも CIC です。

「ロンドンを中心としたソーシャルファームの状況」報告 1

スタジオ３０６

• ミュニティ利益会社（CIC）で、地域地元の自治体
が設立した。

• 地域の精神障害者を対象に作業の場を提供し
ている。

• 手工芸品のデザイン、陶器、衣服、織物、アクセ
サリーの製作、スクリーン・プリントなどを行って
いる。

• 会社は、製品をインターネット上や展示販売会な
どで販売する。利益は、すべて、作品の製作者
に支払われる。

•

 

スライド 18
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　まとめです。英国のソーシャルファームと

いうのは、ソーシャルエンタープライズの１

つの類型であるということで、行政からの

資金的援助はありません。民間企業からの支

援とか、優先的融資、あるいは EU からの支

援はあったとしても、英国政府は資金的援助

をしないという点でほかの国とは少し違いま

す。他のヨーロッパの国々、大陸系のソーシャ

ルファームは、ある程度、行政的支援があり

ます。ドイツでは、立ち上げ時に支援があり

ます。また、イタリアでは給与の補てんなど

をしています。それにもかかわらず、英国で

はそういうことは全くないということで、本

当にソーシャルファームを運営できるのだろ

うかという関心があったので英国をフォロー

してきました。やはり、あまりうまくいって

いないのではないかと思います。

　日本のソーシャルファームジャパンはいろ

んな人や制度を活用しようとしています。英

国、あるいは大陸系の国々では、障害のある

方とそれ以外の人の組み合わせをあまり考え

ていないようです。ソーシャルファームジャ

パンではそういう取り組みについても提案し

ていますので、そういう意味では、日本でや

ろうとしているソーシャルファームはソー

　写真のように結構狭いところですが、クッ

ションを作っていたり、後ろの方に陶器、焼

き物の窯があったりします。

 

　左の方にプリンターがありますが、それで

シルク印刷をします。狭いところで、いろい

ろできるようになっています。この真ん中に

いる白い服を着ている人が市の職員だそうで

す。元精神保健福祉士で、現地語ではサイキ

アトリック・ソーシャルワーカーです。この

方が働きかけて、市が設立したそうです。

 

スライド 19
   

スライド 21
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シャルファームの新しいモデルなのかもしれ

ないと感じております。

時間になりました。終わらせていただきます。

　どうもありがとうございました。

「ロンドンを中心としたソーシャルファームの状況」報告 1
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写真 1 写真 2

訓練教室 整備工場

参考資料

報告１：ロンドンを中心としたソーシャルファームの状況

バイクワークス（bikeworks）

　同社は、2006 年に設立されたコミュニティ利益会社（Community Interest Company：ＣＩＣ）

である。3 つの店舗と訓練センターをもっている。訪問したのは、ロンドンの東部にあるベスナル・

グリーンの店舗である。500 平米くらいの敷地があり、道路に面して店舗があり、その地下に作

業所兼訓練教室、奥まったところに広めの作業所の建物がある。写真 1 は訓練教室、写真 2 は整

備工場の様子である。店舗では、リサイクル自転車とともに新品の自転車も販売している。

　販売以外に、職業安定所からの委託で、刑務所を出所した人やホームレスの人などの訓練をし

ている。最初にアセスメントをしてやる気や適性などを評価してから受け入れるとのことである。

初心者のための自転車整備コース、プロの整備士になる準備のための訓練コース、プロの整備士

になるためのコースを選択できる。ここでは、障害者を対象にした訓練は行っておらず、別の訓

練センターで行っているとのことであった。

　事業収入は全体の収入の 80％くらいで、残りは他の企業のスポンサーからの支援に頼っている。

支援には、寄付以外にも会計の専門家の派遣など人的な支援もある。障害者による事業は採算が

とれないのでチャリティーを作りたいと考えているとのことである。
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写真 3 写真 4

「ロンドンを中心としたソーシャルファームの状況」報告 1

作業場の風景

スタジオ３０６（Studio 306 Collective CIC）

　同社は、コミュニティ利益会社（CIC）で、地域地元の自治体が設立した。管理者兼指導員は、

市の職員で、もと精神保健福祉のソーシャルワーカーをしていたとのことである。

　この会社は、地域の精神障害者を対象に作業の場を提供している。手工芸品のデザイン、陶器、

衣服、織物、アクセサリーの製作、スクリーンプリントなどを行っているが、作業場を提供して

いるだけで、そこに通ってくる利用者がその作業場の機械や道具を使ってそれらの製品を製作す

る。会社は、それらの製品をインターネット上や展示販売会などで販売する。利益は、すべて、

作品の製作者に支払われる。

　また、これらの作業の訓練も実施しており、訓練修了者は作業場を利用者の定員に空きができ

たときに利用者になることができるとのことであった。

　写真３、４は、作業場の風景である。１５０平米くらいの広さしかないが、焼き物用の電気釜、

衣料用のプリンターなど、所狭しと置かれていた。
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　ロンドンから１時間半くらい電車に乗って

行くとウェルズというところがあります。そ

こを中心に見てきたところをお話ししたいと

思います。

　ウェルズはこんな所です。私は英国に行っ

たのは初めてです。先生方は皆さん、何回か

行ってらっしゃって、炭谷先生は２～３年滞

在なさっていたこともあります。私なりに勉

強して行ったのですが、皆さんの知識にはな

かなかついていけず、それから、東京から風

邪を持っていきまして、向こうにいる間に大

きなマスクをかけっぱなしで、先生方にはご

心配やご迷惑をかけてしまいました。それも

お詫びをしなければいけないところです

講演

　皆さま、こんにちは。だいぶお疲れではな

いかと思いますが、もう少しの辛抱ですので

お付き合いください。

　まず、私は自費で英国に行ったとご紹介い

ただきました。改めまして、日本障害者リハ

ビリテーション協会会長の炭谷先生はじめ、

寺島先生が参与でいらして、野村さんにもお

声がけいただきまして、協会の関係者の皆さ

まのご厚意で、このたび無理についていった

という感じで同行させていただけたことを、

改めてお礼申し上げたいと思います。

 

 

スライド 1

ウェルズについて

 
スライド 2

英国ソーシャルファームの
実地調査報告会

日時：2013年11月8日（金）
会場：戸山サンライズ

主催：公益財団法人日本障害者リハビリテーション協会

後援：東京都民共済生活協同組合

ウェルズを中心とした
ソーシャルファームの状況

東京家政大学/ （福）豊芯会

上野　容子

 

報告２　「ウェルズを中心としたソーシャルファームの状況」

上野　容子
東京家政大学文学部　教授　
社会福祉法人豊芯会　理事長
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　これがトラック 2000 リソースハウスです。

こちらは、ソーシャルファームと言っていい

のかどうかと思うのですが、ただ、ソーシャ

ルファームウェルズという関係ネットワーク

の中の１つに入っているので、その理念や考

え方はそういうものもあるのかなと思ってい

ます。

　トラック 2000 は、1991 年に、テリー・ハ

リーさんとトニー・クロッカーさんという方

が共同で立ち上げ、カーディフや近隣の地域、

貧しい地域なのですけれども、貧困対策とし

て設立したチャリティー団体として登録して

　これがウェルズのカーディフというところ

の駅です。降りたところで、駅前です。

 　スケジュールはこのようになっています。

これから説明するところは、３箇所です。

「ウェルズを中心としたソーシャルファームの状況」報告 2

ウェルズ カーデイフ駅前

スライド 3

スライド 4

Ｔrack 2000 Resource House 視察訪問
2013年7月17日(水）

スライド 5

Ｔrack2000の21年間の歴史
研修部門の成長＞＞人材投資企業表彰制度で表彰された

スライド 6

ウェルズの実地調査スケジュール

2013/7/17（水）

12：00～13：00

Ｔrack2000 コミュニテイ・リソース・サービス訪問

13：00～14：30

ウエルズのソーシャルファーム関係者との情報交換会

2013./7/18/（木）10：00～11：00

Bristol Together
Paul Harrod氏にインタビュー
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　これは作業風景です。こういうものの修理

をして、使えるようにするというお仕事をし

ています。

　これは洗濯機です。洗濯機が一番多かった

かなと思います。

いると説明がありました。

　３つの目的があります。

　１つ目は、事業内容としては不要な家具、

洗濯機や家の中にあるもの、それをリサイク

ルではなくて、修繕をして新品同様にして

使っていただくリユースのお仕事を主にして

いました。

　２つ目は、低所得者が仕事につけるように

リユースとリサイクルの仕事を通して、ト

レーニングをして一般の企業にいく人もいれ

ば、そこでしばらく仕事をする方もいます。

日本で言えば、障害者の就労継続支援 B 型に

近いかと思います。

　３つ目は、埋め立てゴミ処理工場への廃棄

物の量を減らすことを目的としており、環境

を良くしていくこともサポートしているとい

う説明がありました。

　この２人が、テリー・ハリーさんとトニー・

クロッカーさんです。もともとウェルズとい

う地域は、炭鉱の町として歴史を持っていま

す。今は衰退していて、失業した方々がなか

なか仕事にありつけない状況もあります。こ

のお二方が、ものすごいご苦労をされてト

ラック 2000 を設立しました。ブレア政権時

代は非常に順調に進んできて、先ほど炭谷先

生の説明にもありましたように、壁に賞状や

記念品が飾ってあります。とても盛んに事業

をしていた時代もありました。しかし、2012

年にいろいろな助成金もなくなってしまい、

今は、今後に向けて試行錯誤している状態な

のかなと思いました。

Ｔrack2000 リサイクルで なく リユース

スライド 7

リユースする洗濯機など

スライド 8
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　ソーシャルファームウェルズの方々は、何

人かいらっしゃいますが、皆さん何らかのお

仕事をしていまして、規模が非常に小さいで

す。それから、ソーシャルファームウェルズ

という事務所をかまえているわけではなく、

現在スタッフは６名だとおっしゃっていまし

た。

　ソーシャルファームにはいろんな助成金が

ないという話がありましたが、ソーシャル

ファームウェルズでは、金額は伺えなかった

のですが、ソーシャルファームに対して少し

資金的援助があるとおっしゃっていました。

　ただ、政権が交代したあと、障害者の手当

てなどの上限金額が定められたというお話が

ありましたけれども、見直しがいろいろ行わ

れていまして、１年間雇用すれば、雇用して

いる方にも手当がつくのだそうですが、２年

目からはなくなってしまうとか、１年後の保

障は何もないということです。それをペイメ

ントバイリゾルトと言っていました。

　トラック 2000 の方が盛んに言っていたの

ですが、４つの大きな企業に、障害者の方々

をトレーニングするのを委託して、委託され

た４つの企業は全員をトレーニングできるわ

けではないので、その下請けのような形でさ

らに小さな組織に、大企業でトレーニングの

対象にならない人たちを回していきます。そ

してトラック 2000 のようなところに来るの

だという説明がありました。トラック 2000

のトニーさんたちは、自分たちのほうが、支

援が難しい人たちを受け持つとおっしゃって

いました。

　それから、同じトラック 2000 の中で、ソー

シャルファームウェルズ関係者の方々が集

まってくださいまして、お昼を食べながら、

情報交換会をさせていただきました。

　先ほども先生方からご説明がありました

が、英国のソーシャルファームの対象者は、

あまりきちんとした基準、ＥＵの基準どおり

ではなさそうです。でも、だいたい障害者が

50％くらい働いています。

今後は障害者も含めて社会的に不利な立場の

人たちに少数民族も含まれてくるのではと

言っていました。現に、ＥＵが既に対象に含

めているという説明がありました。

「ウェルズを中心としたソーシャルファームの状況」報告 2

ソーシャルファームウェルズ
関係者との情報交換会

Track2000にて 昼食を採りながらの意見交換会

・これまでのイギリスのソーシャルファームの対象者

障害者（ヨーロッパ基準を採用していず） 障害者雇用 50％

・今後は、社会的に不利な立場の人達（Disadvantage)
（少数民族も含む）も対象

・ソーシャルファームウェルズ

ソーシャルファームに関係する、目指そうとする関係者や組織

のネットワーク

スライド 9

スライド 10

ソーシャルファームウェルズ
関係者との情報交換会

規模が小さい/ 事務所無し/ スタッフ6人

ソーシャルファームウェルズではソーシャルファームに対し

資金的援助をしている

・ 政権交代後、障害者の手当等の見直し ・・・1年間カット

・　一年間雇用すれば、雇用側に手当がつく。

（ぺイメントバイリゾルト？）・・・ 一年後の保障は無い

・ 4つの大企業にトレーニングを委託する

中小の組織は大企業の対象外の人達をトレーニングする
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　最初は地元の公園で 1998 年にこのような

市場を開きました。

　リバーサイドは結構広いです、農園を借り

たり、土地を持っていたりします。

　ここからは、リバーサイド ･ コミュニティ

･ マーケット、いわゆる農業をやっているソー

シャルファームです。

　1998 年にスタートして、2004 年に社会的

企業として設立しております。地産地消、こ

れは日本の農業の考え方がヨーロッパにも普

及したわけですが、ローカルな食べ物をロー

カルな人たちに提供するということです。コ

ミュ二ティで活動することがとても重要だと

いうことです。小さな農家で、そこで生産し

ているものを住民の人達に直接食べていただ

くことをとても大事にしているそうです。

　これからお見せするものは、ホームページ

を開いて頂きますと出てくるものです。もっ

とたくさんあります。ホームページを後でご

覧下さい。

R.C.M.A （リバーサイド・コミュニテイ・マーケット）

1998年スタート

2004年社会的企業として設立

ローカルな食べ物をローカルな人達に提供する

コミュニテイで活動することが重要

スライド 11

最初は地元の公園で始まった(1998)

スライド 12

ところで –リバーサイドはどこ?

スライド 13
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　毎週日曜日にはマーケットを開いていま

す。

　１月に社会事業経営は株式会社として発展

し、人がだんだん集まってきて、多くなって

きます。

　カーディフの近くの 5 エーカーの土地を借

りて耕作しています。

「ウェルズを中心としたソーシャルファームの状況」報告 2

2004年1月にRCMA社会事業経営は
株式会社として設立された

スライド 14

カーディフの近くの5エーカーの土地を借りてそして耕作して
いる

スライド 15

毎週日曜日のマーケット

スライド 16

ファーマーズマーケット風景

スライド 17

地元の人々に新鮮で手頃な値段で
小規模な生産者のための直販売

スライド 18
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　 学 校 が 地 元 の 農 家 を 訪 問 す る イ ベ ン ト、

こういうコーディネートもしているとおっ

しゃっていました。

　説明してくれた方はスティーブ・ギャレッ

トさんで、ホームページのアドレスを紹介い

ただきました。

　できたお野菜を本当に手頃な値段で、小規

模生産者が直販売をしています。

　子どもへの教育についてもおっしゃってお

りました。農場や牧場で子どもさんに遊びに

来てもらい、乳搾りをしたり、農作物に触

れてもらったりすることを教育の一環として

行っていると言っていました。

　それから地元の学校の、給食と言っていい

のか、子どもさんたちのお食事にも使わせて

いただいているそうです。

子供への教育 農場や牧場で体験

スライド 19

地元の学校の子供たちの食事にも

スライド 20

学校が地元の農家を訪問するイベントを企画している

スライド 21

Steve
22 NinianP ark Road
Riverside, CF11 6JA
029 20 190036
0781 4770450
rcma@riversidemarket.org.uk
www.riversidemarket.org.uk

Thank you!

スライド 22
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チェックのシャツの方、アップの写真がなく

て残念なのですが、本当にイケメンでした。

というか目がキラッキラしていて、オックス

フォード大を卒業なさっているのですが、本

当にこの仕事に真剣に取り組んでいます。や

はり人間は誰でも一生懸命何かに取り組み、

真摯に向き合っている人はすてきだなと思い

ます。本当にすてきな若者でした。

　最後です。「Bristol」というのは大きなリ

カバリーカンパニーという意味合いだそうで

す。

　最後に、ブリストル ･ トゥギャザーのお話

です。これがポール・ハロッドさんで、先ほ

ど炭谷先生がご説明された新聞記事です。ど

ういうことをしているかというと、古い家、

住んでいない家を安く買い、修繕して新しく

して、その家を売ります。その利ざやで事業

収益を生み出します。14％の利益を生み出し

ます。新たな倫理的投資という表現をしてい

ます。2011 年秋に創設です。ここで働いてい

る方は主に刑務所の出所者で、そういう方の

雇用を中心に進めています。建築というのは

いろいろな作業工程、技術がありまして、そ

れを習得することによって、それを生かして

また仕事に就くというトレーニングの場所に

もなっています。公的な援助は受けていない

とおっしゃっておりました。ただ先ほどのよ

うに、ファイナンス、こういう事業に賛同す

る企業さんからお金を投資していただき、そ

れに対して３％のお金をペイバックする、還

元するということをしているそうです。それ

プラス、そこに利息がつくので、銀行にすご

く低い率でお金を預けているよりも、社会的

にも意味があるので、「ぜひご協力を」とい

うことでお金を募っているそうです。

「ウェルズを中心としたソーシャルファームの状況」報告 2

スライド 23 スライド 24

Ｂｒｉｓｔｏｌ

大きなリカバリーカンパニー

カンパニー（Ｃompany)
パンを共にする仲間

ソーシャルファームの基本的な理念

スライド 25

Ｂｒｉｓｔｏｌ ｔｏｇｅｔｈｅｒ

Paul Harrod 氏（社会起業家） インタビュー

家を修復する契約は14％の利益を生みだす

新たな倫理的な投資

・2011年の秋 創設

・刑務所出所者の雇用

・トレーニングから雇用へ

・公的援助は受けていない
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体と、必要なときに連携をしていくというこ

とを考えながら、進めていけたらと思ってい

ます。

　どうもありがとうございました。

「カンパニー」というのは、調べたところ、「パ

ンをともにする仲間」という意味もあるそう

です。ソーシャルファームもこれが基本的な

理念かなと思います。先ほど、炭谷先生がおっ

しゃいましたが、障害をお持ちの方や何らか

の理由で社会的に弱い立場でお仕事を失って

いる方が仕事を通して人間としての尊厳を回

復していく、リカバリーですね。よく使われ

る言葉ではありますが、奥の深い言葉だと

思っています。それを彼は刑余者を対象に今

のところ、この事業を進めているということ

です。

　 先 ほ ど 寺 島 先 生 が お っ し ゃ い ま し た が、

ソーシャルファームに対する助成金はありま

せんが、刑余者が生活保護のような制度を活

用するとか、住宅がないときに、住宅の補助

を受けるとか、あと雇用に関して、障害者の

方が雇用されると、雇用に対する助成金があ

り、ソーシャルファーム自体の助成金ではな

いですが、そういう助成制度がいくつか英国

にはありまして、それを上手にみなさん活用

していると思いました。

　ソーシャルファームの日本の今後のあり方

を考えていくわけですが、私としては、今、

社会的事業所とか共同連とか、いろんな活動

があり、制度化をかなり強く推し進めていま

す。確かに施策が、助成制度があるといいな

とは思いますが、それにあまり縛られてし

まって、本来、私たちは何を目指すのかとい

う理念が損なわれたり、進めていく事業その

ものがうまく進まないような助成制度であっ

たりしてはいけないというか、困るので、や

はり自分たちが、私は現場の人間でもあるの

で、やはり日々、どういう人たちと何をして

いくのかというところのソーシャルファーム

としての理念を失わないようなやり方を進め

ていく、日本独自のものになることもあるか

もしれません。そして時としていろいろな団
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身の感想になってしまうのですが、なぜ英
国が混乱しているのか、問題に突き当たっ
ているかは、私は障害者の働く場というの
は、いかに障害者が自分の人生において働
く場所を見つけるか、また地域で生き生き
と働くことを可能にするかということだと
思います。そういう手法も英国では壁にぶ
ちあたっているのではないかなと思います。
我々と変わらない、悩んでいるところでは
ないかと思っています。どこの国でもそう
ですが、一方的に国が制度を作り、施設を
作ったり作業種目を作ったり、お金を出す
だけという、そういうので間に合った時代
が過ぎようとしていると思います。それで
新しい時代のやり方は、英国でもまだわか
らないところにいるのではないかと思いま
す。
　あまり回答にはなっておりませんが、結
局、ヨーロッパも今、問題に直面している
のだということで回答にかえさせていただ
きます。

上野／私が今感じているのは、ソーシャル
インクルージョン、制度的にもインクルー
ジョンしていく視点が必要だと思っていま
す。私は精神障害者の地域生活支援の一環
で就労支援に携わってきたのですが、福祉
は福祉の領域だけで固まってそこしか見て
いないということではなく、今日はソーシャ
ルファームジャパンの事務局の菊池さんが
いらしていますが、いろいろな一般市民に
も理解していただけるような事業の進め方
と同時に、あと、行政の縦割りはもう少し
是正していくソーシャルアクションを私た

質疑応答
司会／少ない時間ですが、これから質疑応
答の時間がありますので、ぜひ質問をした
いという方、最初に手を挙げていただいて
よろしいでしょうか。時間が限られていま
すので、最初に何名か把握させていただき
たいと思います。
　５人ですね。そうしましたら、廊下側か
ら順でもよろしいでしょうか。

会場／炭谷先生、寺島先生、上野先生のお
話を非常に興味深く聞かせていただきまし
た。
　制度的なお話だけではなくて、それより
もう一つ踏み込んだところに、何か英国が
今、行き詰まっているところとか、日本が
これから向かわなければいけない部分があ
るようなことを感じ取っているのですよね。
それが何であるか確認したくて、手を挙げ
ました。僕が思うには、制度的にはいろい
ろ工夫されているけど、障害を持っている
方、もしくはサポートを必要としている人
自身の可能性を引っ張り出す仕組みはどこ
にあるのだろうかということが疑問に残り
ました。制度的なものを超えたところに何
かあるはずですが、それが欠けていると、
助成金やファイナンスに頼らざるをえなく
なるのですが、どう感じたかをお聞きした
いと思います。

炭谷／ご質問ありがとうございました。実
は、今のご質問は大変重要なことだと思い
ますし、私も大変関心がありました。私自

報告に関する質疑応答
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プロイのような雇用系のところにはどれく
らいいるのか。最初の学習事項として、お
わかりになれば教えていただきたいのが１
点。
　２点目は、今日も何人かお見えだと思い
ますが、私も障害者の就労に関わってきた
ので、レンプロイの変遷というのはすごく
大きなことだと思っています。私も個人的
に、その閉鎖に至るプロセスをみていたの
ですが、10 月 31 日に完全閉鎖、保護雇用
部分だと思うのですが、そうなると、多く
のレンプロイで働いていた障害者が解雇を
余儀なくされたとも聞いています。私も、
その受け皿として有力なのがソーシャル
ファームなのかと思っていたら、寺島さん
でしたか、受け皿にはなっていないと。す
ると、解雇された障害を持っている人たち
はどうなったのか。おわかりでしたら教え
てほしいです。例えば、その人たち全体が
すんなりと明日になれば一般雇用にいくこ
とはあり得ないと思います。そうなると、
レンプロイなどで働いていた人たちには一
般企業での就職は困難な人もいます。でも、
働きたい。働くことを通してソーシャルイ
ンクルージョンを目指す。そういう人たち
の、英国での受け皿的なものは何になるの
ですか？　個人的なご意見でもいいですが、
お聞きしたいと思います。

寺島／統計は調べれば分かりますが、今す
ぐはよくわからないのであとでお答えする
ことでよろしいでしょうか。データは英国
政府が出しています。

※ソーシャルファームの数

ちも起こしていきつつ、その制度を横断的
に使えることも考えていく必要があると思
います。あれをくださいとかこうしてほし
いというだけではなく、私たちも今ある制
度をもっと活用することができるのではな
いか、それを具体的に提示していくことも、
とても大事だと思っています。

寺島／一番大切なのは、起業家精神、アン
トレプルナーシップだと思います。
英国は起業家精神が豊かであるにもかかわ
らず、なぜうまくいかないのかについては
良く分らないのですが、個人的な意見とし
ては、英国は、ドラスティックに改革し過
ぎなのではないかと思います。英国は大き
な国であるにも関わらず、制度をどんどん
変えてきており、ついていくのが大変なく
らいです。移行のための程よい形があると
思うのですが、政権が変わるたびにコロッ
と変えてしまうために継続性がなくなって、
起業家精神が豊かで、しかも寄付の文化を
もった国であるのに、ちっとも成功しない
のは、政策の継続性というのが必要なのか
なと思います。

司会／次の方お願い致します。

会場／今日は、広い意味で英国の障害者の
労働の状況の中でのソーシャルファーム、
もしくはソーシャルエンタープライズの位
置づけをお伺いしたいのですが、その前に、
英国全体の障害者の労働状況、たとえば全
体を 100 とすると一般雇用に何％くらいい
て、ソーシャルファームあるいはソーシャ
ルエンタープライズに何％いて、今、レン
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会場／ソーシャルファームではどれくらい
の人が働いていたのですか？

寺島／我々のこれまでのセミナーの資料の
中に書いてあります。DINF を見ればわかり
ま す。DINF と い う の は、 リ ハ 協 が や っ て
いる情報システムの中に過去のセミナーの
データがあるので、それを見ればわかりま
す。ちょっと調べて見ます。

※ 2011 年の調査では、ソーシャルファーム
の数は 181、そこで、2,600 人が働いている。
そのうち障害者は 1,064 人。

http://www.dinf.ne.jp/doc/japanese/conf/
seminar20120617/koen1.html

司会／次の列の方にお願いします。

会場／今日、３名の先生のお話、貴重なも
ので勉強になりました。どうもありがとう
ございました。私自身もソーシャルファー
ムについては、以前から灘尾ホールでシン
ポジウムにも出席させていただきまして、
非常に関心を持っていましたので、今日、
ソーシャルファームは少し下降気味だとい
う話を聞いて、とても意外でした。
　お伺いしたい点は２点あります。
　先ほどの寺島先生と上野先生のご回答に
も関連しますが、うまくいっていないとい
う感じだったことはよくわかりましたが、
上野先生のおっしゃる助成制度さえあれば、
うまくいくのかというところをお聞きした
いと思います。というのは、助成制度が足

　ソーシャルファーム数：200 か所　　障
害のある従業員数：2000 人（2012 年 6 月
時点）

http://www.dinf.ne.jp/doc/japanese/conf/
seminar20120617/koen3.html
 
　障害者数　約 1200 万人（人口の 24%）
　労働年齢の障害者　800 万人（労働年齢
人口の 20%）
　430 万人（54%）が就労している。（障害
のない者は 76.4％）2011 年

http://www.efds.co.uk/assets/0000/6997/
OO204.pdf
http://odi.dwp.gov.uk/disability-statistics-
and-research/disability-facts-and-figures.
php#gd

　レンプロイの受け皿ですが、１つは、レ
ンプロイ工場自体を、レンプロイの工場を
働いていた人たちが買い取って働く場にし
ているということもあります。しかし、そ
れですべて吸収できてはいなくて、他に、
Access to Work などの事業で、ソーシャル
エンタープライズがかなり吸収しているら
しいですが、まだ失業したままの人がたく
さんいるというのが新聞でも話題になって
います。具体的に何人というのも新聞に出
ていましたので、後でメールか何かで送り
ます。

※レンプロイ工場の閉鎖で失業した障害者
数 1528 人、600 人くらいが再就職した。残
りは失業。

報告に関する質疑応答
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　それと、クリアにしておきたいのは、ど
うも英国の場合、ソーシャルファームがソー
シャルエンタープライズという社会的企業
の大きな動きに埋没しているのではないか
ということです。ビジネス的手法が強くな
りすぎて、これはちょっとソーシャルファー
ムの本来の目的からおかしいのではないか
というのが私の個人的な感想です。これか
らどうなるか、私自身は、ソーシャルファー
ムはこれから日本でも十分やれるところが
たくさんあると思っていますが、質問がま
だたくさんあったような、あとお二人にお
願いします。

司会／ソーシャルファームが下降気味とい
う点については、回答済みということでよ
ろしいでしょうか。時間がないので次、お
願いします。

会場／はい、大丈夫です。

炭谷／ソーシャルインクルージョンとの関
係は、確かに一部、純粋なソーシャルファー
ムをいろいろと見学しましたが、ある程度
の効果は上げているだろうと思います。た
だ残念なことに、例えば本来私自身、障害
を持っている方も経営に参画する、そうい
うものがもっとあってもいいのではないか
と思いますが、今回見たソーシャルファー
ムはそういうところは比較的少なかったの
で、本当のソーシャルインクルージョンま
で至っているかどうかは、もうちょっと英
国も頑張ってほしいなという印象を持ちま
した。

寺島／語弊があったかもしれませんが、ソー

りないからうまくいかないという部分はあ
ると私自身も思いますが、プラス、どの点
でうまくいっていないのかをもうちょっと
詳しく見ていく必要があるのかなと思いま
した。例えば、各ソーシャルファームの事
業のやり方がどうなのかとか、経営の仕方
がどうなのか。そういう点でもし先生方お
感じのところがあれば教えていただきたい
なと思いました。
　あと、それに関連して特に日本の今後の
あり方を考えたときに、日本の場合、雇用
率制度の助成金以外はないわけですよね。
その点で寺島先生がおっしゃったように、
日本独自のモデルをつくることもあり得る
のではないかというご意見、そのとおりだ
と思いました。その点から、英国の場合、
雇用率制度は廃止されたので、その点の影
響はあるのかなということをお聞きしたい。
それが 2 つ目です。
　ソーシャルファームはソーシャルインク
ルージョンを目指しているので、障害のあ
る方と障害のない方のつながりが、ソーシャ
ルファームができてからどのように変わっ
てきたのか、どのように進んでいるのかも、
ぜひお伺いしたいと思います。

司会／３つご質問があったかと思います。

炭谷／答えられる質問だけ私が答えて他の
質問は他の先生に頼みましょう。
　まず１つ申し上げたいのは、私どもソー
シャルファームが英国で、私が強調しすぎ
たのかもしれませんが、ソーシャルファー
ム UK が混乱しているだけであって、ソー
シャルファームがダメになっているわけで
はありません。
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す。例えば、ドイツにありますように、起
業してから３年間は補助するとか、そうい
うパターンもあるのではないかと私は思い
ます。刑余者やホームレスの方たちの能力
を活かしてソーシャルファームの枠組を作
るというのもソーシャルファームジャパン
で言っていて、そういうのも１つあるのか
なと思います。それは世界的にあまりやら
れていないと思います。
　障害のある方は生産性だけを取り上げる
とどうしても企業の維持は難しい。福祉機
器が必要だったりしますので、そういうも
のは支援するべきだと思います。行政は、
障害を補う部分を支援すべきで、それにプ
ラスして、いろんな人たちを組み合わせる
ことで生産性を上げるということもあるの
かなと思います。それをやられていないの
で、ひょっとしたら日本がモデルになれる
ということです。

上野／時間がないから簡単にお話しします。
全国、モデルができてきているのですが、
もっとソーシャルファームに挑戦してモデ
ルがたくさん出てきてくださるとすごくい
いなと思っています。そのモデルを学びな
がらどんな制度が、ソーシャルファームを
発展させていけるのかなと考えていけたら
いいのかなと思っています。
　だから、ソーシャルファームに３年間で
税金を少しずつ減らすという助成制度を設
けたのですが、全体的な金額が少し少なかっ
たということもあるのかもしれませんが、
どこも手を挙げなかったそうです。私は電
話をする機会があって奈良にお電話したら、
24 年度でその制度はなしになりましたと。
要するに、手を挙げるところがなかったの

シャルファームはソーシャルエンタープラ
イズの１つとして機能しているというのは
確かに機能していますが、ソーシャルエン
タープライズというのは社会的な目的を
持っている企業で、環境問題なども含みま
す。しかし、ソーシャルファームは、目的
が特定されていて、一般市場で働きにくい
方を雇用するという目的を持っている社会
的企業です。ソーシャルファームがソーシャ
ルエンタープライズに埋没してしまうと、
ソーシャルエンタープライズの中であるけ
れども障害のある人を虐待しているという
場合もあり得るわけです。
　例えば、雇用に際して、障害のある方の
人権などを守ることなくただ社会的なこと
を目的に事業を展開している場合等は、障
害のある方の人権を守るとか、そういうこ
とがどんどん薄まっていく気がします。だ
から、私としては社会的企業とソーシャル
ファームは分けて、きちんと制度化すべき
ではないかと思っております。
　それから DDA（英国の障害者差別禁止
法）が廃止されて、平等法になっています
が DDA が廃止され、雇用率がなくなったこ
とがこれに影響しているのかどうかは、わ
かりません。

司会／日本がモデルをつくれるかと言うこ
とについてです。

寺島／先ほど申し上げましたように、社会
的企業とかソーシャルファームは、あまり
行政からの縛りがないといいますか、助成
金含めてあまり行政に頼らないのが基本で
す。しかし、行政からの資金的援助を全く
ゼロにしてしまっていいのかということで

報告に関する質疑応答
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に参加したこともありますし、先般は学会
にも参加しました。
質問は３点ございます。
　１点目は、訓練という言葉を聞いて度肝
を抜かれました。ソーシャルファームは、
ソーシャルインクルージョンと障害者の権
利が基盤にあると思うのですが、雇用をし
ているけれど訓練もしていると考えていい
のでしょうか？
その場合、障害のある方は従業員なのか利
用者なのかという点です。
　それから２点目、もし雇用されている場
合、本人の給与はどうなっているのか知り
たいと思いました。上野先生がおっしゃっ
た、刑余者の方のソーシャルファームの話
ではいいようなのですが、ほかではさほど
稼ぎのいい仕事には私には見えなかったの
で、本人への給与はどうなっているのか気
になりました。
　３点目。ソーシャルファームで働く人が
一般労働市場で働かなければいけないよう
に押し出す力があるのか、ないのかという
点です。多様な働き方が大事になってくる
と思うので、訓練の場所か、あるいは保護
された場所か、一般の場所か、多様な働き
方が大事だと思っています。もし補助が出
ると、補助がないところに押し出す力があ
るような気がしてならないので、そのあた
り、あるのかないのか、お聞かせいただけ
ればと思います。

司会／回答をお願いします。まずはトレー
ニングのところについて、お願いします。

寺島／トレーニングは、職安の委託でトレー
ニングするということであって、ソーシャ

でなしになりましたと言われました。少し
残念だなと思いました。いろいろな制度を
組み合わせて、なおかつそれも受けられる
というような、制度を活用する際に、「柔軟
に考えられません」や「この制度を使った
らこの制度は使えません」というようになっ
てしまいます。こういう目的のために、こ
ういうふうにしたい、そのためにこの制度
も使わせてもらいたいし、この制度も使え
るのではないでしょうかというような、そ
ういう議論がもう少しできないかなと思い
ます。日本の場合はそのへんが非常に硬直
していると思います。
　それからやはり、企業の協力です。例え
ば広報宣伝も大事ですが、私たちは経営的
には素人なので試行錯誤しながら、ここま
で何とかやってきています。そういうとき
に経営コンサル的な支援を企業さんから受
けられるとか、お金だけではないサポート
があるのではないかと思っています。そう
いったものも充実していけるようにできた
らいいかなと思っています。
　また、これからソーシャルファームジャ
パンの総会が開かれますが、炭谷先生をは
じめ私も世話人にならせていただいていま
すが、ソーシャルファームジャパンの役割
も大きいと思います。これからどのように
活動を展開していったらいいのかも、逡巡
しているところです。

司会／ありがとうございました。それでは
次の方、お願いします。

会場／本日は貴重な報告、どうもありがと
うございました。私も灘尾ホールのセミナー
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司会／最後の１人の方お願いします。

会場／貴重なご報告、どうもありがとうご
ざいました。
　僕が伺いたいのは、寺島先生がお話され
たバイクワークス等の話の中で、広報戦略
が成否の鍵を握っていたということですが、
ソーシャルエンタープライズ UK とソーシャ
ルファーム UK、ソーシャルファームの方は
広報戦略がうまくいかなかなかったという
お話がありました。逆に、ソーシャルエン
タープライズ UK は、予算の３分の１を広報
戦略に使われているということでした。広
報戦略の予算、３分の１を何にかけたのか
を教えていただきたいです。例えばスポン
サーの確保に注力したのか、広報戦略に費
用をかけることで、宣伝広告等で販売力が
向上したのか、そのどちらかだと思うので
すが、そのへんを教えていただきたいです。
あと、３分の１の予算が、総収入に対して
なのか、総支出の３分の１なのか。そのへ
んが分かるとありがたいので、教えていた
だきたいです。

寺島／あまり詳しいことはわからないので
すが、そのとき聞いただけなのですが、マ
スコミ対策だと言っていました。新聞やテ
レビ、インターネットだと、我々は思いま
した。
　支出の３分の１ぐらいをマスコミ対策に
使っているとのことでした。寄付などをも
らうと、その３分の１をマスコミ対策に費
やしていたら、どんどん成長していったと
いうことです。
　ソーシャルファームも同じことをすれば

ルファームで働く障害のある方たちは基本
的に従業員です。英国の定義はもっと厳し
く、同じ条件で働いていないとソーシャル
ファームの定義からはずれます。賃金の保
障もきちんとされています。同等の発言権
を持っているとか、そういうことがソーシャ
ルファームとしての条件ですので、訓練生
ではないです。
　訓練と先ほど言っていたのは、職安、い
わゆるジョブセンタープラスの委託で訓練
をしているということです。

司会／賃金の部分もお願いします。

寺島／賃金の部分も同じでないといけない
です。ソーシャルファームの定義でいえば、
もちろん最低賃金を保障しつつ、仕事に応
じた賃金の支払いをするというのがソー
シャルファーム UK の定義の中にあります。

司会／一般雇用に押し出す力というのはあ
るのでしょうか。

寺島／そもそも英国の福祉改革自体が圧力
だと思います。予算削減のあおりを受けて
います。レンプロイ工場を廃止すること自
体そうです。英国国内で、レンプロイは金
食い虫だと批判がありました。お金をあれ
だけ使って、効率が悪いというのが社会的
に問題となり、そのためにレンプロイを廃
止したというところがあります。英国人に
会うと、そう言う人が多くいます。
　日本はそういうことは今のところないの
ですが、英国は結構ドライな国ですのであ
ると思います。

報告に関する質疑応答
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そうなったのかどうかということには疑問
はあります。そもそもソーシャルファーム
を世の中が必要としてなかったかもしれな
いです。だから何とも言い難いです。

司会／よろしいでしょうか。一応、質疑応
答をここで終わらせていただきます。
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閉会挨拶
野村　美佐子
公益財団法人日本障害者リハビリテーション協会　情報センター長

　私の閉会の挨拶として、私も今回、英国の実態調査に同行させていただきましたのでそのこと

について簡単なコメントを最後にさせていただきます。

　英国は、ソーシャルファームというよりは、ソーシャルエンタープライズの形の中で大きくと

らえていく方向なのかなと思っております。その中でもちろん、ソーシャルファームというのは、

その１つでありますので、大きくとらえていただいた方が、もしかしたら国からきちんとお金を

もらえるとか、もっと援助されるとかがあるので、そういった方向に向いているのかなと思いま

した。政府による最近の推定では、約 7 万社のソーシャルエンタープライズがあり、およそ 100

万人が雇用されているそうで、確実に増えていっているようです。このような統計は、どこから

持ってきたかというと、炭谷先生や寺島先生がおっしゃっていましたが、ソーシャルエンタープ

ライズ UK からです。私はソーシャルファーム UK の方とは、私どもの過去のセミナーを通して

何度かやりとりをしてきましたが、今回の調査では、ソーシャルファームは、ソーシャルエンター

プライズ UK に属するソーシャルファームとして生き残っていくという戦略を立てているように

思いました。しかし、そうすることで障害があってもなくても一緒に働ける場を作り出していけ

るのではないかとも思いました。それから社会的大義、社会的な目的ですが、それはソーシャル

ファームもソーシャルエンタープライズも同じではないかと思います。

　また、ソーシャルエンタープライズ UK の調査の結果でおもしろかったことは、ソーシャルエ

ンタープライズは、女性のリーダーが多いという結果がでていたことです。これは、いかなる状

況でも女性は、時代に合わせてフレキシブルになれるのではと思いました。

　それから王立スコットランド銀行という大手銀行の調査結果によると、若者は一般の人よりも

社会的な目的を持ってソーシャルエンタープライズを立ち上げたいと考えている可能性が高いと

のことです。つまり、先ほどのブリストル・トゥギャザーのポールさんのような方々が英国では、

続々これから出てくるのではないでしょうか。日本においては、古い方々の経験を生かしながら、

若い方に頑張ってもらえるソーシャルファームであってほしいと思っております。

　最後になりましたが、いつも情報保障を私どもではさせていただいておりまして、今回、聴覚

障害者がいらっしゃらなかったのですが、要約筆記をスクリーンで提供させていただいておりま

した。皆様の視線を見ていると、意外に「見ているな」という気がしたのでとても皆様の役に立っ

ていたのではないかと思いました。最後に講師の皆さま、今回支援をいただきました東京都民共

済生活協同組合、そしてここを支えてくれた要約筆記の方々に感謝申しあげまして、閉会とさせ

ていただきます。ありがとうございました。



– 58 –

参考資料

「英国ソーシャルファームの実地調査日程表」
7 月 16 日（火）

14：00 ～ 15：45　　　政府関係機関訪問（英国における障害者の雇用促進政策）

David Gibb (Disability Employment Products and Services 

Team,Operational Excellence Directorate, Integration Division)

７月 17 日（水）

12：00 ～ 13：00　　・トラック 2000 コミュニティ・リソース・サービスを訪問

Tony Crocker (Track 2000)

13：00 ～ 14：30　　・ウェルズのソーシャルファーム関係者との情報交換会

Tony Crocker（Track 2000） 

San Leonard (Social Firms Wales)　

Steve Garrett (RCMA Social Enterprise Ltd)

Karyn Pittick (Department for Business, Enterprise, Technology and 

Science)

Kath Hilsden (Wales Community Recycling Network (Cylch))

７月 18 日（木）

10：00 ～ 11：00　　　Paul Harrod（ブリストル・トゥギャザー）にインタビュー

15：00 ～ 16：30　　　バイクワークスを訪問

Jim Blakemore

7 月 19 日（金）

10：30 ～ 12：30　　　ソーシャルファーム関係者との意見交換会

Sally Reynolds (fomer CEO, Social Firms UK)

Peter Holbrook (CEO, Social Enterprise UK)

Jim Blakemore, Dave Miller (Bikeworks)

Steve Wyler (CEO, Locality)

David Barker (White Box Digital)

Gerold Schwarz (Consultant in social entrepreneurship)

Phillida Purvis (Director Links Japan)

15：00 ～ 16：00　　　スタジオ 306 コレクティブ CIC を訪問　

Pamela Anomneze
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スライド 2 スライド 5

スライド 3 スライド 6

参考資料

「仕事へのアクセス支援」
 発表者：David Gibb (Disability Employment Products and Services Team,

Operational Excellence Directorate, Integration Division)
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参考資料
新聞記事「A deal that creates new jobs, restores homes-and can pay a 14%」

※原文は 64 ページ参照

【日本語訳】

新たな雇用を生み出し、家を修復する契約が 14% の利益を生み出すことが出来る

　ミッドランド・トゥギャザに投資することは、倫理的な利益を提供するとルパルト・ジョウン

ズが書いています。

　もしあなたが、ごみくずのような銀行の利息にうんざりしていて、まとまった金額を持ってい

るなら、そのお金で１年間に約 14% 稼げることについてどう思いますか。

　新しい投資の機会が始まりました。5 年間お金を快く貸し、リスクを受け入れるという条件で、

今週、高額納税者の人へ魅力のある利益を提供しています。さらによいことには、これは、倫理

的な投資です。その集めた資金は刑務所から出所した人の良い雇用の機会を与えるために使われ

るでしょう。そしてその人達（刑務所から出所して雇用された人達）は、ウエストミッドランド

（West Midlands）で約 75 の荒廃した誰も住んでいない家のリフォームをするでしょう。

　この新しい計画は「リテイルボンド（retail bond）」です。リテイルボンドは、会社が個人の投

資家からの資金を増やすことによって支給される商品の一つです。ミッドランドテクノロジーと

呼ばれる組織によってはじめられています。そして、倫理的なバンクトリオドス（bank Triodos）

がパートナーシップです。

　ミッドランド・トゥギャザは最近、「コミュニティインタレストカンパニー（community 

interest company）」として結成されました。その会社の目的は、刑務所からの出所者へ仕事の給

料を払い、彼らにしっかりとした永続的な仕事をするための知識を身につけさせることです。5

年間にわたって、刑務所からの出所者を 150 人以上も訓練して導きました。支払いでは、２ｍポ

ンド以上利益が出ました。荒廃した誰もいない家を買い、その家をリフォームして販売すると利

益が出ます。それをできるようにするために債権の発行をします。３ｍポンド集めるために債権

の発行をします。ミッドランド・トゥギャザは、2011 年に設立されたソーシャルエンタープラ

イズで受賞歴のあるブリストル・トゥギャザーの姉妹会社です。

　もしあなたがミッドランド・トゥギャザの債権を買ったら、あなたはこの会社から「約束」を

買うでしょう。その約束とは、一定期間、毎年、一定の利益が払われ、その一定期間の後には、

あなたの資本金を 100 パーセント返してくれるということです。

　ミッドランド・トゥギャザの 5 年間の債権は、最低でも 20,000 ユーロの利益があります。ですが、

この有利な条件はみんなの為のものではありません。年間の 4% ～ 6% の一定の利益を提供され



– 64 –

ます。しかしながら、あなたがどのバージョンを選ぶのかによって異なります。6% の約束は、「地

域社会投資税控除（community investment tax relief-CITR）」の人に資格があります。これは、目

論見書によると、納税者の 40% から 45% で、それぞれ有効総収益が 14.3% から 15.1% の人です。

CITR は政府の政策です。貧しいコミュニティでのソーシャルエンタープライズを援助するために

税控除をします。

　もっとも大きなリスクは、金融サービス保障制度によって債権がカバーされないということで

す。だから、もし、ミッドランド・トゥギャザが倒産したら、あなたはいくらか、または全ての

お金を失うかもしれません。また、公認投資取引所で取引されていないので、投資家たちは債権

の 5 年という期間は資金を取り出せるようにできないかもしれません。

さらに情報を欲しい方は、ブリストル・トゥギャザーとミッドランド・トゥギャザのホームペー

ジを見てください。
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